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１．技　術　部
（１）野菜・花卉部門
　年間の実習に沿った作付け計画を設定し，栽培の
作付け体系を充実させることで安定生産を達成する
ことができたと思われる。本年の４月～６月は晴れ
の日が多かったが，７月中下旬から雨天が多かった。
８月上旬は気温35℃前後の晴天が続いたが，９月
は再び曇天と雨天が続く年であった。10月，11月，
12月は晴天が続き，特に12月は例年より暖かい気
候であった。
　実習について，昨年に続き３回生実習では，露地
の畑（12㎡／３人）を作物栽培の実践の場として学
生が管理しており，定植以降の整枝・摘果・灌水・
除草・収穫などの作業を，実習時間及び実習時間外
の平日でも学生自身が判断して随時行っている。こ
の実習ではコマツナ・ホウレンソウ・葉ダイコン・
リーフレタス・トマト・ナス・ピーマン・シシトウ・
エダマメ・トウモロコシ・インゲンマメ・モロヘイ
ヤ・シソ・オクラ・ササゲを栽培し，収穫した作物
も各自で料理して食するようにしている。
　作物の作付けは緑肥栽培を組み入れた輪作体系を
組んで土地の有効利用に努めた。景観作物栽培実習
の一環として，10aのヒマワリ畑やコスモス畑の播
種・定植を学生と共に行っている。土作りとして馬
術部から‘馬糞’，果樹部より‘剪定木のチップ’，
稲作専門の八浜農場より‘もみ殻’，津高牧場より‘牛
糞’の提供を受け堆肥作りも行っている。
　当農場ではグッドジョブ支援センター（障がい者
雇用）のスタッフを受け入れている。グッドジョブ
支援センタースタッフの受け入れは９年目となり，
野菜の栽培管理，出荷調整作業，直売所での販売業
務に携わっており，農場にとって必要不可欠な人材
となっている。
　地域との関わりとしては，農場直売所での販売の
ほか，学内生協や天満屋百貨店での委託販売も行っ
ている。サツマイモの収穫体験や一般参加を募って
の岡山大学公開講座（育てて食べよう美味しい夏野
菜講座）も引き続き行っている。ともに岡山大学で
の授業として定着し好評である。
　また岡山大学附属特別支援学校（高等部）の校外
作業実習（毎月１回）として，春はペチュニアのポッ
ト苗を岡山大学の花壇へ定植する作業の他，枝豆や
ネギの定植，果樹部でも栽培体験を行っている。秋
には，パンジーの定植などを行った。花壇の灌水や
除草等については，グッドジョブ支援センタース
タッフが管理を行っている。
１）果菜類
　施設栽培では汎用温室Ｃ棟（440㎡）で「らくち
ん方式・高設式養液栽培」によるイチゴ栽培を行なっ
た。本年は２品種，‘女峰’‘ゆめのか’を栽培し
た。イチゴの採苗と挿し苗は７月19日に３回生実習，
定植は９月21日に中四国農場体験実習，その後の
栽培管理は２回生実習で２月初旬まで行った。‘女
峰’の育苗では，炭疽病が多発し約半分が枯死した。
初収穫は12月16日であった。２月以降のイチゴの
管理作業は，グッドジョブ支援センターのスタッフ
が中心となって行った。昨年度に続き生食用のイチ
ゴを冷凍して販売も行った。
　トマト栽培は汎用温室Ｂ棟（440㎡）で12㎝ポッ
トによる栽培を行い，大塚Ａ処方の培養液栽培管理
とした。春作は‘桃太郎ファイト’‘シンディースイー
ト’‘アイコ’‘エコスイート’の４品種を作付した。
12月28日（2015年）に播種し，１月28日に35穴の
すくすくトレーに移植し温床に入れて管理した。更
に2月15日に12㎝ポットへ移植し温室内の暖房機夜
温設定を10℃として管理した。5月2日‘シンディー
スイート’‘エコスイート’５月９日‘アイコ’‘桃
太郎ファイト’の初収穫となった。‘アイコ’は収
穫時に触れるだけで果実が落下しやすく，節間が伸
びやすい品種であった。‘エコスイート’は小玉・
単位結果性で，果実が柔らかく，甘みもある品種で
あった。７月22日に春作の収穫を終えた。
　秋作は‘桃太郎ファイト’‘エコスイート’の２
品種を栽培した。７月20日に播種し８月９日に12
㎝ポットへ定植を行った。10月４日にエコスイート，
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10月24日に‘桃太郎ファイト’の初収穫を行った。
単位結果性の‘エコスイート’はトマトトーンを使
用せずに栽培した。
　汎用温室Ａ棟では60㎝プランターを利用した，
キュウリの促成栽培を行い３月11日に播種，４月
１日にプランターへ定植した。５月６日から６月20
日まで収穫した。品種は‘フリーダム１号’を選定
した。秋作では，８月４日に苗の定植を行ったが，
真夏の暑さのため生育不良となりほとんど収穫を行
うことができなかった。来年は例年どおり９月上旬
に定植を行う予定である。
　露地栽培のキュウリは‘Ｖアーチ’を５月11日
に播種，５月24日に定植し６月27日から８月４日
まで収穫した。８月４日に２作目の露地苗を定植し
たが，真夏の暑さのため活着不良となり収穫ができ
なかった。
　キュウリネットは省力化を目的に紙を素材とした
物を使用し，栽培後のキュウリ株と共にネットを廃
棄できるようにしている。
　ナスは１月８日に台木‘トナシム’を播種（穂木
播種より25日前），２月１日に穂木となる‘長者’‘千
両’‘くろわし’‘庄屋大長’‘マー坊’‘衣川ナス’
‘鶴見ナス’の７品種を播種した。３月11日に割り
接ぎを行なった。４月18日に学生実習で定植した。
定植後に霜除け，防風を目的に白色の寒冷遮でトン
ネル被覆を行った。３本仕立てとし，６月１日から
10月21日まで収穫を行った。
　ピーマンは４品種‘京鈴’‘伏見甘長’‘甘とう美
人’‘鷹のツメ’の栽培を行った。２月25日に播種，
３月24日に９cmポットに鉢上げし，４月25日に学
生実習で定植を行った。３本仕立てとし，摘果と整
枝を行うことで，６月１日から10月21日まで収穫
することができた。前年度よりは白絹病の発生は抑
えられたが，本年度も発病株があった。ナス・ピー
マンともに学生実習の教材で利用し，畝たて，定植，
誘引等を行った。
　スイカの１作目は３月３日に穂木‘紅しずく’
‘シュガームーン’‘カメハメハ’‘夏武輝’を播種，
３月７日に台木‘FRきずな（かんぴょう）’を播種
した。３月17日に呼び接ぎを行った。４月11日に
２回生実習でキャップを被せて定植した。２作目は
３月23日に穂木‘紅まくら’‘秀山’‘ブラックボー
ル２’‘夏武輝’を播種し，３月25日に台木を播種
した。４月５日に３回生実習で呼び接ぎを行い，４
月26日に定植を行った。４ｍ幅平畝の西側に定植
し４本整枝とした。実習主体で定植から敷き藁・整
枝を行い，収穫時期はスイカを叩いて適期を判定す
る打音検査も行い実際に収穫して食した。７月６日
から７月25日まで順次収穫を行った。今年度，７
月末が猛暑となり，収穫間際につる枯れが生じたた
め収量が昨年度に比べて落ちた。８月に行われた岡
山大学オープンキャンパスでは，訪れた高校生や関
係者にスイカを配布し好評を得た。
　カボチャは４月５日に播種し，４月25日に学生
実習で定植を行った。‘はやと’‘赤ずきん’‘ロロン’
‘ほっこりえびす’‘夢見’の５品種を栽培した。４
ｍ幅平畝の中心に定植し４本整枝とした。摘心，収
穫等も学生実習で行った。
　その他の瓜類として，‘冬瓜’‘ちりめん細長瓜’‘青
大長縞瓜’‘金瓜’‘金糸瓜’の栽培を行い，直売所
でも好評であった。
　ハウスメロンの栽培では‘パパイヤ’‘ラブコール’
の２品種を２月12日に播種し３月29日に定植を行っ
た。定植直後は有孔ポリエチレンでトンネル被覆を
した。整枝，摘果などの管理は学生実習で行い，‘パ
パイヤ’は２本仕立て一株で4個着果，‘ラブコール’
は２本仕立て一株で２個着果とした。‘パパイヤ‘の
収穫適期は受粉日より40日～ 45日。’ラブコール‘の
収穫適期は50日～ 55日である。昨年度は収穫適期
10日前より，糖度をあげるために潅水量を控え始め
たが，苗が収穫適期前に枯れるという失敗があった。
今年度は同じ失敗をしないよう，潅水量と株の状態
を調整することで収穫適期まで良好に栽培できた。
２）葉菜類
　軟弱野菜のホウレンソウ・コマツナ・ミズナ・チ
ンゲンサイ等は集約栽培を行っており，各作目とも
春と秋に複数回作付けを行った。昨年度と同様に露
地栽培を主体とし，全てマルチ栽培で行った。また，
収穫が終了した跡地に他作目の作付けを行う等，作
業の省力化にも努めた。収量と作付けの回数はコマ
ツナ・ホウレンソウが最も多く，特にホウレンソウ
は直売所での販売が好評なため，他作目よりも重視
して栽培を行った。ホウレンソウは過去にベト病発
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生が見られた為，昨年度に引き続きベト病R-1 ～ 8
に抵抗性のある‘プログレス’と‘ミストラル’の
２品種を主軸に栽培を行い，生育も良好で非常に好
評であった。ただ，今年度は９月に病害虫発生予報
注意報でハスモンヨトウが報告されるなど，秋作は
害虫による被害が多く見られ，防除回数を増やして
管理を行ったが，収穫が全く行えない区があるなど
栽培管理の難しい年であった。
　レタスは結球タイプの‘シスコ’‘ディアマンテ’
‘エクセル’，非結球タイプの‘レッドウェーブ’‘晩
抽レッドファイヤー’‘グリーンジャケット’の計
６品種で栽培を行った。前年度に引き続き発芽・育
苗の方法について改善を行ったことや，灰色かび病
や菌核病の防除を行うことで欠株が少なくなり増収
となった。昨年度から，出荷が長期にわたって行え
るよう極早生や晩抽性の品種について検討を行って
おり，次年度も引き続き検討を行い，作付け・出荷
が無駄なく効率的に行えるよう努めていきたい。
　ハクサイは‘無双’‘黄ごころ80’‘黄ごころ90’
の３品種を栽培した。ここ数年，生理障害が発生し
ていることから，前年度同様イオウ欠乏対策や化成
肥料の選択，窒素過多に注意すると共に，今年度か
ら微量要素肥料も施用し栽培を行った。その結果，
昨年度まで見られていた生理障害はほぼ見られなく
なり，加えて適宜防除に努めたことで害虫による食
害もあまり見られず増収となった。また冬季に霜害
予防で頭部結束を行い，出荷を長期に渡って行った。
今年度は野菜高騰の影響もあったため，販売所でも
非常に好評であった。次年度においても生理障害の
発生を抑えるため，肥料の種類や施肥量などに注意
し栽培を行いたい。
　カンランは春と秋の年２回作付けを行った。春作
は抽台が早く生じるため収穫適期が短く，腐敗も発
生しやすいことから栽培面積を少なくし，収穫期が
比較的長く，腐敗が起きにくい秋作を主体に栽培を
行っている。今年度，春作は品種検討も兼ねて，従
来から栽培している‘グリーンボール’に加えて初
夏収穫品種‘秋蒔極早生二号’‘彩峰’の他，紫カ
ンラン，サボイ種等の栽培を行った。いずれも生育
は良好であったが，品種によっては出荷サイズが小
玉となってしまう等，本圃場に適していないと思わ
れる品種が見られた。次年度においては今作を参考
とし，出荷が安定すると共に品質の良いものが出荷
できるよう取り組んでいきたい。一方，秋作は前年
度と同様の‘おきな’‘湖月SP’‘湖水’の３品種
で栽培を行った。ハスモンヨトウによる被害が懸念
されたが，適宜防除に努めたことで被害はほとんど
見られず，安定して出荷を行うことができ，野菜高
騰も相まって販売所でも好評であった。
　ブロッコリー，カリフラワーについて，例年は春
と秋の２回作付けを行っているが，キャベツと同様
に春作は収穫適期が短いため，今年度も秋主体で作
付けを行った。春ブロッコリーの初期成育は良好で
あったが，土質の影響もあって生育後半の肥効がや
や低下してしまい，収量もそれほど大きくはなかっ
た。一方，秋作はブロッコリー，カリフラワーとも
に生育は良好で，昨年のような暖冬の影響も受けず，
作付け順に安定して収穫を行うことができた。また，
昨年から栽培を行っている茎ブロッコリー‘グリー
ンボイス’において，今年は作付面積を増やしたこ
とで収量も多くなり，販売所でも大変人気であった。
　セルリーは昨年度と同様にハウス栽培のみとし，
‘トップセラー’‘コーネル619号’を栽培した。６
月29日にトロ箱にスジ播きを行い，適宜80穴カセッ
ト式育苗箱（シードルポット）に鉢上げを行ったの
ち定植を行う予定であったが，夏季の高温の影響に
より鉢上げ後の生育が悪く，枯死する個体が多く見
られた。苗の数が揃い，ハウス内に定植できたのは
10月25日と例年と比べて遅くなり，収穫も１月に
なってから開始となってしまった。ただ，昨年見ら
れた生理障害を防ぐため，作付けを行う前に微量要
素肥料を施用したことで，品質は良好であった。次
年度は定植が例年通り行えるよう，鉢上げの方法に
ついて熟考し改善していきたい。
　ネギは‘九条太’と‘赤ひげ’の２品種を栽培した。
‘九条ネギ’は細ネギ・中ネギとしても利用し，４
月18日から播種を行い，７月１日から７月21日ま
では細ネギとして収穫を行った。中ネギ栽培はエダ
マメ栽培収穫後のマルチフィルム畦を利用し，セン
ター実習などで７月11日から７月26日にかけて定
植を行い，８月29日から10月17日まで収穫を行った。
本畑ネギ栽培は８月４日に定植を行い，11月11日
から収穫を行った。昨年度に大量に発生したベト病
は，適宜防除に努めたことで発生は見られなかった。
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ただ，例年見られている立ち枯れの症状について，
定植時にトリフミン50倍液の根部浸漬を行うこと
や，生育中も殺菌剤を適宜散布するなど対策を講じ
たが，圃場の排水不良の影響で枯死する株や生育が
停滞している株がやや目立つ状況であった。加えて，
本年度は野菜高騰の影響を受け，例年より収穫開始
日を半月ほど早めて出荷販売を行ったこともあり，
例年と比べて収穫期間が短くなってしまった。ネギ
は冬季～早春における販売品目のメインとなる作目
であるため，出荷量の増加，品質の向上に向けて改
善を行っていきたい。
　タマネギは‘立春のかほり’‘フォーカス’‘マッハ’
‘ソニック’‘ターボ’‘猩々赤’‘ネオアース’の7
品種を用い，約37000本定植した。（定植は2015年）
‘立春のかほり’‘フォーカス’‘マッハ’はマルチフィ
ルムを使用し‘立春のかほり’は３月10日（2016年），
‘フォーカス’は３月24日（2016年）より葉付き玉
ねぎとして収穫した。早生の‘立春のかほり’‘フォー
カス’‘マッハ’は病気の発生が少なかったが，中
生種，晩生種は４月中旬以降，べと病などが多発し
葉が枯れ始めたため，あまり肥大せず例年の半分程
度の収穫量となった。
　‘エンサイ’ ‘ツルムラサキ’‘モロヘイヤ’は５
月12日に播種し，７月上旬から10月上旬まで収穫
を行った。これらの高温性葉菜は腋芽の育成と収穫
（摘芯）を繰り返すことで初秋までの収穫が可能で
あり，真夏の葉菜類が少ない時期に供給できる野菜
として好評である。
　その他，‘青シソ’‘赤シソ’‘オカノリ’‘ゴマ’‘エ
ゴマ’‘レモンバーム’‘ディル’を少量栽培した。
３）根菜類
　カンショは昨年と同様に‘ベニアズマ’と‘コガ
ネセンガン’の２品種を栽培した。５月９日に‘ベ
ニアズマ’を4000本，‘コガネセンガン’1000本を
フィールド基礎実習で定植し，６月15日と７月８
日にそれぞれ本畑採取の定植を行った。例年多く見
られている‘つる割れ病’対策として，今年度は殺
菌剤のベンレート水和剤の株元潅注や，定植後の巡
回を通して罹病株の除去と補植を随時行った。また，
９月に病害虫発生予報注意報でハスモンヨトウが報
告されるなど，病害虫による被害を抑えるため農薬
散布も随時行った。その結果，食害による被害は少
なく，‘つる割れ病’もある程度は抑えることがで
きた。‘コガネセンガン’は「おお岡大焼酎」の原
料に供し，‘ベニアズマ’は幼稚園などのイモ掘り
と販売に供し好評を得た。今後は更に生産量をより
高められるよう，殺菌剤防除，施肥内容の工夫等に
ついて熟考してゆきたい。
　サトイモは‘石川早生’‘エグイモ’‘赤芽大吉’
の３品種を栽培した。植え付けは４月５日・６日に
行った。また，３月18日に種芋をすくすくトレー
に植え付け，ハウス内で芽出しをした苗を２回生実
習で５月10日に定植も行った。植え付けを行う際，
芋の分割が極力少なくなるよう子芋を主に種芋とし
たことと，芽出しをした苗を使用したことで欠株は
ほとんど見られなかった。生育に合わせて適宜追肥，
土寄せを行い，生育は非常に旺盛であったが，他の
作目と比べてハスモンヨトウの発生が著しく，殺虫
剤散布を随時行ったが，葉に食害が目立つ結果と
なってしまった。収穫について，昨年度までは農場
実習でイモの掘り出しを一度に全て行っていたが，
掘り出し時にできた傷から雑菌が混入しやすいこと
や，出荷調整まで期間を要していたことからイモの
腐れが目立っていたため，今年度は必要分を随時掘
り出して出荷調整・販売を行った。その結果，イモ
の腐れはあまり見られず多収となった。
　バレイショは，春作‘ダンシャク’‘メークイン’‘デ
ジマ’‘キタアカリ’の４品種を栽培した。湿害対
策として全て高畦栽培とし，３月３日に植え付けを
行い，植えつける際は遅霜対策として深さ20cmで
植え付けを行った。欠株が少なく初期成育も良好で
あったが，定期的に降雨が続いたことで土寄せを行
うことができなかった。収穫は５月31日と６月６
日，６月10日に行った。土寄せができていないこ
とで緑化したイモが幾らか見られたが，高畦栽培を
行ったことで多雨によって腐敗するイモは無く，収
量も昨年と同程度確保することができた。秋作は‘デ
ジマ’‘アンデス’‘キタアカリ’に加えて‘ニシユ
タカ’の計４品種を栽培した。こちらも高畦栽培と
し，９月２日に植え付けを行った。植え付け後から
10月に入るまで降雨が続いたが，‘アンデス’‘キタ
アカリ’‘ニシユタカ’は欠株がほとんど見られず
良好な生育であった。一方，‘デジマ’は欠株が非
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常に目立つ状況で，補植を行ったものの株によって
生育のバラつきが大きくなってしまった。収穫は12
月２日と８日の二回に分けて行った。‘アンデス’‘キ
タアカリ’‘ニシユタカ’の収量は良好で，特に‘ニ
シユタカ’はイモの肥大が良く，裂開や中心空洞も
ほとんど見られなかった。一方，‘デジマ’はイモ
の裂開や中心空洞が目立つと共に，補植株はイモの
肥大が不十分なものが多かった。今年度は春秋を通
して降雨の多い状況下での栽培となり，欠株が目立
つなど種イモの調整が不十分であることや，圃場の
排水整備について検討しなければならないなど課題
を得ることができた。今後はこれらの課題について
熟考すると共に，当センターの栽培に合った品種に
ついても検討していきたい。
　ダイコンは，春作は‘つや風’と‘耐病総太り’
の２品種を栽培した。３月７日から約10日間隔で
播種を行い，播種後はパオパオのベタ掛けを行い
鳥害対策とした。５月10日から適宜収穫を行った。
秋作は‘耐病総太り’‘耐病宮重’の２品種を栽培
した。８月25日からこちらも約10日間隔で播種を
行い，10月21日から収穫を行った。生育は春秋ど
ちらも良好で収量も良好であった。ただ，本年度は
降雨の影響で多湿となりやすく，部分的に白サビ病
が発生する傾向が見られたため，今後は極力発生が
抑えられるよう適宜殺菌剤散布を心がけたい。
　ニンジンは春と秋の２回作付けを行っており，ど
ちらも‘向陽二号’を主に栽培した。春作は３月２
日から播種を行い，５月30日から適宜収穫を行っ
た。生育は良好で，目だった病害虫も見られず収量
も良好であった。秋作は‘高農真紅金時’を加え
た２品種で栽培を行い，８月18日から播種を行い，
10月31日から適宜収穫を行った。８月18日播種分
においては，発芽直後にハウモンヨトウの食害を受
けてしまい，欠株が目立つ状況となってしまった。
農薬散布および播き直しを行ったものの生育差が大
きく，18日播種分については収穫サイズが小ぶりの
ものが混ざる結果となってしまった。８月25日以
降に播種を行った区に関しては農薬散布の効果もあ
り，欠株は見られず収量も良好であった。
４）豆類・スイートコーン
　エダマメは例年栽培している‘サッポロミドリ’
‘宝石’‘サヤムスメ’‘福成’‘岩手みどり’‘丹波
黒’に加えて‘湯あがり娘’を加えた７品種で栽培
を行った。全て80穴カセット式育苗箱（シードルポッ
ト）を使用した移植栽培で行い，１穴に対して２粒
播きとし，３月４日から７月８日まで順次播種と定
植を行い，６月13日から10月27日まで収穫を行った。
生育はいずれも良好であったが，７月21日定植分
のみハスモンヨトウの食害が多発した。殺虫剤散布
を定期的に行ったが被害は収まらず減収傾向となっ
た。エダマメは販売所でも大変好評な品目の一つで
あるため，今後は高収量・品質が維持できるよう管
理をより徹底したい。
　スイートコーンは，‘カクテル600’‘味来390’‘キャ
ンベラ90EX’の３品種を栽培した。128穴セルトレ
イを用いた移植栽培を行っており，播種はハウス栽
培用の２月23日から露地栽培用の5月20日まで行い，
収穫は５月25日から８月３日まで行った。スイー
トコーンは収穫間際に鳥による食害を受けやすいた
め，雌穂の肥大開始時には防鳥ネットの設置を行う
と共に，アワノメイガによる被害を抑えるため農薬
散布を定期的に行った。その結果，鳥害・虫害共に
被害は少なく高い収量が得られ，販売所でも高評価
であった。来年度もアワノメイガ対策により重点を
置き，薬剤散布の時期・方法について徹底していき
たい。
　落花生は５月11日播種，６月25日に定植した。
白絹病が発生したため，例年より早い９月15日か
ら収穫を開始した。収穫後に乾燥させることなく‘な
ま落花生’として茹でて食するように販売を行ない
好評であった。
５）花き
　露地キクは主に冬至芽の移植栽培を行なっている
が，移植時期が遅れると短茎で収穫が不能となるこ
とから３月下旬より行った。電照キクは輪菊とスプ
レーマムを栽培し，例年どおり８月中旬に定植した。
‘セイスナップ’‘ローズ舞風車’は伸長が旺盛なた
め，定植を遅らせ８月末に行った。電照は９月上旬
より開始し，12月15日の出荷を目標としているた
め10月15日で打ち切った。11月，12月の最高気温
が15℃前後と継続的に高かったため，12月７日よ
り出荷を開始し，12月19日ですべて収穫した。
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花苗は花壇苗をポットで栽培している。少量多品種
で季節に合わせた花を栽培している。春の花苗生産
は，１月から３月の農閑期と花の播種時期が重なる
ため，冬季の仕事として最適である。直売所で花苗
販売が定着し好評であった。
６）水耕栽培
　汎用温室Ａ棟は，昨年に続きパイプと防草シート
及びＰＯフィルム（ハクリョク0.15×２ｍ×30ｍ）
で水を溜めるプールを作り水耕栽培を行った。水耕
栽培用の穴の開いた発泡スチロール（64穴）を浮か
べ，種は水耕栽培用の発泡ウレタンに直播し，温床
で発芽させた。発芽した後に発泡スチロールの穴に
移植した。培養液は大塚Ａ処方（ＥＣ2.0mS）とした。
また水耕プールに溜めた培養液は酸素供給を目的に
水中ポンプを使用し30分間隔で循環させた。コマ
ツナの栽培で１作目は11月２日播種，11月17日に
栽培プールへ定植することで12月19日に収穫を行
う事が出来た。計画的に播種することで，11月から
４月上旬までに４作栽培が可能であった。コマツナ
の他，今年度は‘クレソン’‘ベビーリーフ’の栽
培も行った。
（宮地　大介，谷岡　浩史）
第 1 表　耕種概要（2016 年度）　　野菜・花き部門
作　目 圃　場 面積⒜ 品　種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終） 備考
カンショ⑴ 西 2 14.0 紅アズマ 130 25 ― 5月9日 10 月 3 日 10 月 21 日 フィールド実習にて定植
カンショ⑵ 西 2 2.0 紅アズマ 130 25 6 月 15 日 10 月 20 日 10 月 27 日 本畑採苗
カンショ⑶ 西 6 2.0 紅アズマ 130 25 ― 7月8日 10 月 27 日 11 月 7 日 本畑採苗
カンショ⑷ 西 2 3.5 黄金千貫 130 25 5 月 9 日 11 月 7 日 11 月 17 日 フィールド実習にて定
植・収穫
カンショ⑸ 西 6 1.0 黄金千貫 130 25 ― 7月8日 11 月 17 日 11 月 17 日 本畑採苗
エダマメ⑴ 西 5 1.5 サッポロミドリ 65 20 3月4日 3 月 30 日 6 月 13 日 6 月 17 日
エダマメ⑵ 西 5 0.7 サッポロミドリ 65 20 3月10日 4 月 1 日 6 月 17 日 6 月 17 日
エダマメ⑶ 西 5 0.7 宝石 65 20 3月18日 4 月 15 日 6 月 14 日 6 月 14 日
エダマメ⑷ 西 1 0.8 宝石 65 20 3月18日 4 月 15 日 6 月 15 日 6 月 15 日
エダマメ⑸ 西 1 1.5 宝石 65 20 4月1日 4 月 27 日 6 月 29 日 7 月 1 日
エダマメ⑹ 西 1 1.5 宝石 65 20 4月12日 5 月 1 日 7 月 1 日 7 月 7日 フィールド実習にて播種
エダマメ⑺ 西 1 1.7 サヤムスメ 65 20 4月21日 5 月 6 日 7 月 11 日 7 月 14 日
エダマメ⑻ 西 1 1.8 サヤムスメ 65 20 5月9日 5 月 23 日 8 月 1 日 8 月 3 日
エダマメ⑼ 西 1 1.3 福成 65 20 5月20日 6 月 2 日 7 月 25 日 7 月 26 日
エダマメ⑽ 西 1 1.5 湯あがり娘 65 20 7月8日 7 月 19 日 9 月 7 日 9 月 12 日
エダマメ⑾ 西 1 0.3 岩手みどり 130 30 7月8日 7 月 19 日 10 月 18 日 10 月 18 日
エダマメ⑿ 西 1 0.3 丹波黒大粒大豆 130 50 7月8日 7 月 19 日 10 月 20 日 10 月 20 日
エダマメ⒀ 南 3 1.0 丹波黒大粒大豆 130 50 7月8日 7 月 21 日 10 月 24 日 10 月 27 日
スイートコーン⑴ ハウス西 4 1.5 カクテル 600 65 30 2月23日 3 月 24 日 5 月 25 日 6 月 2 日
スイートコーン⑵ ハウス西 2 1.5 カクテル 600 65 30 3月4日 4月7日 6 月 2 日 6 月 7日
スイートコーン⑶ 南 3 1.0 カクテル 600 65 40 3月9日 4 月 15 日 6 月 14 日 6 月 17 日
スイートコーン⑷ 西 3 0.5 カクテル 600 65 40 3月9日 4 月 15 日 6 月 15 日 6 月 15 日
スイートコーン⑸ 西 3 1.5 カクテル 600 65 40 3月18日 4月20日 6 月 17 日 6 月 17 日
スイートコーン⑹ 西 3 1.2 カクテル 600 65 40 4月1日 4 月 27 日 6 月 27 日 6 月 30 日
スイートコーン⑺ 西 3 1.0 カクテル 600 65 40 4月12日 5 月 6 日 7 月 1 日 7 月 7日 フィールド実習にて播種
スイートコーン⑻ 西 3 1.0 カクテル 600 65 40 4月21日 5 月 10 日 7 月 8 日 7 月 12 日
スイートコーン⑼ 西 3 0.3 味来 390 65 40 4月21日 5 月 10 日 7 月 8 日 7 月 12 日
スイートコーン⑽ 西 3 0.3 味来 390 65 40 4月28日 5 月 10 日 7 月 8 日 7 月 12 日
スイートコーン⑾ 西 3 0.7 味来 390 65 40 4月28日 5 月 16 日 7 月 13 日 7 月 15 日
スイートコーン⑿ 西 3 1.7 味来 390 65 40 5月10日 5 月 25 日 7 月 19 日 7 月 22 日
スイートコーン⒀ 西 3 1.7 味来 390 65 40 5月20日 6 月 3 日 7 月 25 日 7 月 29 日
スイートコーン⒁ 西 3 0.5 キャンベラ 90EX 65 40 5月20日 6 月 3 日 8 月 1 日 8 月 3日
春カンラン⑴ 西 5 0.4 秋蒔極早生二号 65 30 1月28日 3 月 8 日 5 月 16 日 6 月 8 日
春カンラン⑵ 西 5 0.5 グリーンボール 65 30 2月12日 3 月 11 日 5 月 13 日 6 月 13 日
春カンラン⑶ 西 5 0.3 ルビーボール SP 65 30 2月12日 3 月 11 日 5 月 30 日 6 月 15 日
春カンラン⑷ 西 5 0.3 サボイエース SP 65 30 2月12日 3 月 11 日 5 月 30 日 6 月 9 日
春カンラン⑸ 西 5 0.5 グリーンボール 65 30 2月23日 3 月 22 日 5 月 20 日 6 月 9 日
春カンラン⑹ 西 5 0.5 彩峰 65 30 2月23日 3 月 22 日 6 月 6 日 6 月 15 日
秋カンラン⑴ 西 3 0.5 おきな 65 30 7月22日 8 月 19 日 10 月 25 日 11 月 9 日
秋カンラン⑵ 西 3 0.5 おきな 65 30 8月2日 8 月 24 日 10 月 27 日 11 月 9 日
秋カンラン⑶ 西 3 1.0 湖月 SP 65 40 8月4日 8 月 31 日 11 月 10 日 12 月 19 日
秋カンラン⑷ 西 3 1.0 湖月 SP 65 40 8月10日 9 月 7 日 11 月 25 日 12 月 28 日
秋カンラン⑸ 西 3 0.5 湖水 65 40 8月18日 9 月 7 日 12 月 8 日 1 月 13 日
春ブロッコリー⑴ 西 5 0.5 ハイツ SP 65 40 2月19日 3 月 16 日 5 月 19 日 5 月 30 日
春ブロッコリー⑵ 西 5 0.5 ハイツ SP 65 40 3 月 22 日 5 月 24 日 5 月 30 日
秋ブロッコリー⑴ 西 3 0.5 ハイツ SP 65 40 7月22日 8 月 19 日 10 月 11 日 12 月 2 日 脇芽を適宜収穫
秋ブロッコリー⑵ 西 3 0.4 ハイツ SP 65 40 8月1日 8 月 26 日 10 月 17 日 12 月 19 日 脇芽を適宜収穫
秋ブロッコリー⑶ 西 3 0.4 グリーンボイス 65 40 8月1日 8 月 26 日 10 月 7 日 1 月 5 日
秋ブロッコリー⑷ 西 3 0.5 ハイツ SP 65 40 8月18日 9 月 9 日 11 月 14 日 1 月 5 日 脇芽を適宜収穫
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作　目 圃　場 面積⒜ 品　種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終） 備考
秋ブロッコリー⑸ 西 3 0.5 グリーンボイス 65 40 8月31日 9 月 27 日 11 月 24 日 1 月 5 日
カリフラワー⑴ 西 3 0.5 スノークラウン 65 40 7月22日 8 月 19 日 10 月 21 日 11 月 28 日
カリフラワー⑵ 西 3 0.2 スノークラウン 65 40 8月1日 8 月 26 日 11 月 14 日 12 月 2 日
カリフラワー⑶ 西 3 0.3 スノークラウン 65 40 8月18日 9 月 9 日 11 月 21 日 12 月 8 日
カリフラワー⑷ 西 3 0.5 スノークラウン 65 40 8月31日 9 月 27 日 12 月 7 日 1 月 5 日
春ホウレンソウ⑴ ハウス西 2 1.5 ミストラル 条 間
25cm
15 1月29日 ― 3月14日 4月 5日
春ホウレンソウ⑵ ハウス西 2 1.5 プログレス 条 間
25cm
15 1月29日 ― 3月25日 4月 5日
春ホウレンソウ⑶ ハウス西 1 1.0 ミストラル 50 15 2月12日 ― 4月7日 4月 12 日
春ホウレンソウ⑷ ハウス西 1 1.0 プログレス 50 15 2月12日 4 月 7 日 4 月 14 日
春ホウレンソウ⑸ 南 1 0.6 ミストラル 65 15 3月3日 ― 4月18日 4月 21 日
春ホウレンソウ⑹ 南 1 0.6 ミストラル 65 15 3月10日 3 月 29 日 4 月 27 日 4 月 28 日 雨天のため圃場に入れ
ず。移植栽培
春ホウレンソウ⑺ 南 1 0.6 ミストラル 65 15 3月17日 ― 4月22日 4月 27 日
春ホウレンソウ⑻ 南 1 0.6 リード 65 15 4月6日 ― 5月10日 5月 13 日
秋ホウレンソウ⑴ 南 3 0.5 ミストラル 65 15 8月30日 ― ― ハスモンヨトウの虫害が
ひどく収穫できず
秋ホウレンソウ⑵ 南 3 0.5 ミストラル 65 15 9月6日 ― 10月 11 日 10 月 14 日
秋ホウレンソウ⑶ 南 3 0.5 ミストラル 65 15 9月13日 10 月 17 日 10 月 20 日
秋ホウレンソウ⑷ 南 3 0.5 ミストラル 65 15 9月23日 ― 10月 21 日 10 月 27 日
秋ホウレンソウ⑸ 西 5 0.5 ミストラル 65 15 10月12日 12 月 2 日 12 月 26 日
秋ホウレンソウ⑹ 西 5 0.5 ミストラル 65 15 10月18日 ― 12月 21 日 1 月 5 日
秋ホウレンソウ⑺ 西 5 0.5 ミストラル 65 15 10月19日 12 月 8 日 12 月 26 日
細ネギ⑴ ハウス西 1 1.0 九条太 条播 4月18日 ― 7月1日 7月 21 日
細ネギ⑵ ハウス西 1 0.5 赤ひげ 条播 4月18日 6 月 8 日 7 月 20 日
中ネギ⑶ 西 1 1.5 九条太 65 20 4月18日 7月11日 9 月 23 日 10 月 17 日 フィールド基礎実習にて
定植
中ネギ⑷ 西 1 0.5 九条太 65 20 4月18日 7月15日 8 月 29 日 9 月 12 日
中ネギ⑸ 西 1 0.5 九条太 32.5 20 6月17日 7月15日 9 月 12 日 9 月 28 日 発芽が悪いため、追加で
播種した苗を定植
中ネギ⑹ 西 1 0.7 九条太 65 20 4月18日 7月22日 8 月 31 日 9 月 12 日
中ネギ⑺ 西 1 0.5 九条太 32.5 20 6月17日 7月26日 9 月 12 日 9 月 28 日 発芽が悪いため、追加で
播種した苗を定植
中ネギ⑻ 西 1 0.3 赤ひげ 65 20 4月18日 7月22日 8 月 23 日 8 月 26 日
本畑ネギ⑴ 南 1 7.2 九条太 90 26 4月18日
（2016年）
8月4日
（2016年）
11 月 11 日
（2016 年）
2月 13 日
（2017 年）
作陽大学実習にて定植
本畑ネギ⑵ 南 1 4.2 赤ひげ 90 26 4月18日
（2016年）
8月4日
（2016年）
12 月 1 日
（2016 年）
2月 27 日
（2017 年）
作陽大学実習にて定植
春レタス⑴ 南 1 0.6 シスコ 65 30 2月8日 3月8日 4 月 27 日 5 月 12 日
春レタス⑵ 南 1 0.3 シスコ 65 30 3 月 18 日 5 月 10 日 5 月 13 日
春レタス⑶ 南 1 0.9 シスコ 65 30 2月25日 4月1日 5 月 16 日 5 月 24 日
春レタス⑷ 南 1 1.2 シスコ 65 30 3月9日 4月14日 5 月 30 日 6 月 6 日
秋レタス⑴ 西 1 1.0 エクセル 65 30 8月1日 8 月 24 日 9 月 29 日 10 月 6 日
秋レタス⑵ 西 1 0.5 ディアマンテ 65 30 8月18日 9 月 8 日 10 月 13 日 10 月 27 日
秋レタス⑶ 西 1 1.0 ディアマンテ 65 30 8月29日 9 月 21 日 10 月 20 日 11 月 10 日
秋レタス⑷ 西 1 1.0 シスコ 65 30 9月8日 10 月 5 日 11 月 17 日 12 月 5 日
秋レタス⑸ 西 5 1.0 シスコ 65 30 9月16日 10月19日 12 月 26 日 1 月 16 日 霜対策でパオパオベタがけ
春サニーレタス⑴ 南 1 0.6 レッドウェーブ 43 30 2 月 8 日 3 月 8 日 4 月 22 日 5 月 9 日
春サニーレタス⑵ 南 1 0.6 晩抽レッドファイヤー 43 30 3 月 9 日 4 月 4 日 5 月 12 日 5 月 26 日
秋サニーレタス⑴ 西 1 0.5 晩抽レッドファイヤー 65 30 8 月 26 日 9 月 12 日 10 月 14 日 10 月 21 日
秋サニーレタス⑵ 西 1 0.5 レッドウェーブ 65 30 9 月 14 日 10 月 19 日 11 月 17 日 12 月 8 日
春リーフレタス⑴ 南 1 0.6 グリーンジャケット 43 30 2 月 25 日 3 月 28 日 5 月 9 日 5 月 18 日
秋リーフレタス⑴ 西 1 0.5 グリーンジャケット 65 30 9 月 5 日 9 月 27 日 10 月 28 日 11 月 7 日
ニラ⑴ ハウス西 3 1.5 大葉 65 20 4 月 20 日
（2015 年）
8月 4日
（2015 年）
12 月 14 日
（2015 年）
11 月 21 日
（2016 年）
ニラ⑵ ハウス西 4 1.5 大葉 65 20 4 月 12 日
（2016 年）
7月 11 日
（2016 年）
11 月 14 日
（2016 年）
収穫継続中 フィールド実習にて播種
ニンニク⑴ 南 1 1.8 中国ニンニク 43 20 11 月 2 日
（2015 年）
― 5月9日
（2016 年）
5月 19 日
（2016 年）
ニンニク⑵ 南 1 0.1 ジャンボニンニク 65 25 11 月 2 日
（2015 年）
― 6月6日
（2016 年）
6月 6日
（2016 年）
ニンニク⑶ 南 1 0.5 ホワイト六片 65 25 11 月 2 日
（2015 年）
― 6月6日
（2016 年）
6月 6日
（2016 年）
春ミズナ⑴ 西 5 0.4 京みぞれ 43 20 2 月 12 日 3 月 11 日 4 月 11 日 4 月 25 日
春ミズナ⑵ 西 5 0.5 京みぞれ 43 20 2 月 19 日 3 月 18 日 4 月 18 日 4 月 27 日
春ミズナ⑶ 西 5 0.2 京みぞれ 43 20 3 月 4 日 4 月 1 日 4 月 27 日 5 月 9 日
春ミズナ⑷ 西 5 0.5 京みぞれ 43 20 3 月 18 日 4 月 18 日 5 月 11 日 6 月 2 日
春ミズナ⑸ 西 5 0.5 京みぞれ 43 20 4 月 1 日 4 月 25 日 5 月 23 日 6 月 2 日
秋ミズナ⑴ 西 5 0.5 京みぞれ 65 20 8 月 19 日 9 月 8 日 10 月 3 日 10 月 5 日
秋ミズナ⑵ 西 5 0.5 京みぞれ 65 20 8 月 29 日 9 月 14 日 10 月 11 日 10 月 14 日
秋ミズナ⑶ 西 5 0.5 京みぞれ 65 20 8 月 29 日 9 月 21 日 10 月 18 日 10 月 21 日
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秋ミズナ⑷ 西 1 0.5 京みぞれ 43 20 9 月 5 日 9 月 27 日 10 月 24 日 11 月 2 日
秋ミズナ⑸ 西 5 0.5 京みぞれ 65 20 9 月 14 日 10 月 14 日 11 月 14 日 11 月 21 日
秋ミズナ⑹ 西 5 0.5 京みぞれ 65 20 9 月 29 日 10 月 24 日 11 月 22 日 12 月 19 日
秋ミズナ⑺ ハウス西 2 0.5 京みぞれ 65 20 10 月 28 日 11月16日 12 月 26 日 1 月 6 日
春コマツナ⑴ 南 1 0.6 夏楽天 65 15 3 月 8 日 ― 4月18日 4月 22 日
春コマツナ⑵ 南 1 0.6 夏楽天 65 15 3 月 17 日 4 月 22 日 4 月 26 日
春コマツナ⑶ 南 1 0.6 夏楽天 65 15 3 月 25 日 ― 5月6日 5月 10 日
秋コマツナ⑴ 南 3 0.5 夏楽天 65 15 8 月 30 日 9 月 21 日 9 月 27 日
秋コマツナ⑵ 南 3 0.5 夏楽天 65 15 9 月 6 日 ― 9月29日 10 月 4 日
秋コマツナ⑶ 南 3 0.5 夏楽天 65 15 9 月 13 日 10 月 7 日 10 月 13 日
秋コマツナ⑷ 南 3 0.5 夏楽天 65 15 9 月 26 日 ― 10月 18 日 10 月 26 日 農場体験実習にて播種
秋コマツナ⑸ 西 5 0.5 夏楽天 65 15 10 月 13 日 11 月 15 日 11 月 21 日
秋コマツナ⑹ 西 5 0.5 夏楽天 65 15 10 月 19 日 ― 11月 24 日 11 月 29 日
秋コマツナ⑺ ハウス西 2 0.5 夏楽天 65 15 11 月 10 日 12 月 19 日 12 月 26 日
サトイモ⑴ 南 2 0.6 石川早生 110 60 3 月 18 日 5 月 10 日 12 月 7 日 12 月 9 日 芽出し苗　フィールド実
習にて定植
サトイモ⑵ 南 2 1.2 石川早生 110 60 4 月 5 日 ― 11月 30 日 11 月 30 日
サトイモ⑶ 南 2 1.2 エグイモ 110 60 3 月 18 日 5月10日 1 月 6 日 1 月 6 日 芽出し苗　フィールド実
習にて定植
サトイモ⑷ 南 2 6.3 エグイモ 110 60 4 月 5 日 ― 12月 7日 1月 6日
サトイモ⑸ 南 2 0.6 赤芽大吉 110 60 3 月 18 日 5月10日 12 月 19 日 12 月 19 日 芽出し苗　フィールド実
習にて定植
サトイモ⑹ 南 2 0.6 赤芽大吉 110 60 4 月 6 日 ― 12月 19 日 12 月 19 日
ラディッシュ⑴ 西 5 0.1 コメット 65 15 9 月 6 日 ― 9月27日 10 月 6 日
ラディッシュ⑵ 西 5 0.1 コメット 65 15 9 月 14 日 ― 10月 6日 10 月 19 日
ラディッシュ⑶ 西 5 0.1 コメット 65 15 9 月 26 日 10 月 19 日 10 月 21 日 農場体験実習にて播種
ラディッシュ⑷ 西 5 0.1 コメット 65 15 10 月 20 日 ― 11月 15 日 11 月 24 日
春コカブ⑴ 西 5 0.3 耐病ひかり 65 15 3 月 7 日 ― 4月14日 6月 1日
春コカブ⑵ 西 5 0.3 耐病ひかり 65 15 3 月 15 日 5 月 11 日 6 月 3 日
秋コカブ⑴ 西 5 0.3 耐病ひかり 65 15 9 月 1 日 ― 9月27日 10 月 7 日
秋コカブ⑵ 西 5 0.3 耐病ひかり 65 15 9 月 6 日 10 月 5 日 10 月 20 日
秋コカブ⑶ 西 5 0.3 耐病ひかり 65 15 9 月 26 日 ― 10月 24 日 11 月 10 日 農場体験実習にて播種
赤カブ⑴ 西 5 0.3 本紅赤丸蕪 65 20 9 月 26 日 ― 11月 16 日 12 月 14 日 農場体験実習にて播種
カブ⑴ 西 5 0.5 早生大蕪 65 20 9 月 1 日 ― 10月 21 日 11 月 7 日
カブ⑵ 西 5 0.5 早生大蕪 65 20 9 月 9 日 11 月 7 日 11 月 22 日
カブ⑶ 西 5 0.5 早生大蕪 65 20 10 月 7 日 ― 12月 6日 1月 16 日
春ダイコン⑴ 西 5 0.5 つや風 65 20 3 月 7 日 ― 5月10日 5月 27 日
春ダイコン⑵ 西 5 0.5 つや風 65 20 3 月 15 日 5 月 18 日 6 月 7 日
春ダイコン⑶ 西 5 0.5 つや風 65 20 3 月 25 日 ― 5月27日 6月 7日
春ダイコン⑷ 西 5 0.5 耐病総太り 65 20 4 月 12 日 6 月 9 日 6 月 22 日
秋ダイコン⑴ 西 5 0.5 耐病総太り 65 20 8 月 25 日 ― 10月 21 日 11 月 10 日
秋ダイコン⑵ 西 5 0.5 耐病総太り 65 20 9 月 2 日 10 月 28 日 11 月 15 日
秋ダイコン⑶ 西 5 0.5 耐病総太り 65 20 9 月 12 日 ― 11月 10 日 11 月 21 日
秋ダイコン⑷ 西 5 0.3 耐病総太り 65 20 9 月 27 日 11 月 24 日 12 月 14 日
秋ダイコン⑸ 西 5 0.2 耐病宮重 65 20 9 月 27 日 ― 12月 2日 12 月 5 日
秋ダイコン⑹ 西 5 1.0 耐病総太り 65 20 10 月 6 日 12 月 12 日 1 月 19 日
春ニンジン⑴ 南 2 0.6 向陽二号 32 10 3 月 2 日 ― 5月30日 6月 15 日
春ニンジン⑵ 南 2 0.6 向陽二号 32 10 3 月 10 日 6 月 1 日 6 月 20 日
春ニンジン⑶ 南 2 0.6 向陽二号 32 10 3 月 16 日 ― 6月22日 7月 6日
春ニンジン⑷ 南 2 0.6 向陽二号 32 10 4 月 4 日 7 月 11 日 7 月 19 日
秋ニンジン⑴ 西 3 0.5 向陽二号 32 10 8 月 18 日 ― 10月 31 日 11 月 14 日
秋ニンジン⑵ 西 3 0.5 高農真紅金時 32 10 8 月 18 日 12 月 19 日 1 月 19 日
秋ニンジン⑶ 西 3 0.5 向陽二号 32 10 8 月 25 日 ― 11月 7日 11 月 15 日
秋ニンジン⑷ 西 3 0..5 向陽二号 32 10 9 月 2 日 11 月 16 日 12 月 9 日
秋ニンジン⑸ 西 3 0..5 向陽二号 32 10 9 月 9 日 ― 12月 5日 12 月 26 日
秋ニンジン⑹ 西 3 0..5 向陽二号 32 10 9 月 16 日 12 月 26 日 1 月 19 日
春バレイショ⑴ 南 1 3.6 ダンシャク 100 25 3 月 3 日 ― 5月31日 5月 31 日 フィールド実習にて収穫
春バレイショ⑵ 南 1 3.0 メークイン 100 25 3 月 3 日 6 月 6 日 6 月 6 日 フィールド実習にて収穫
春バレイショ⑶ 南 1 1.5 デジマ 100 25 3 月 3 日 ― 6月10日 6月 10 日
春バレイショ⑷ 南 1 1.6 キタアカリ 100 25 3 月 3 日 5 月 31 日 5 月 31 日 フィールド実習にて収穫
春バレイショ⑸ 南 1 0.1 紅アカリ 100 25 3 月 3 日 ― 6月10日 6月 10 日
春バレイショ⑹ 南 1 0.1 とうや 100 25 3 月 3 日 6 月 10 日 6 月 10 日
春バレイショ⑺ 南 1 0.1 小金丸 100 25 3 月 3 日 ― 6月10日 6月 10 日
春バレイショ⑻ 南 1 0.1 はるか 100 25 3 月 3 日 6 月 10 日 6 月 10 日
春バレイショ⑼ 南 1 0.1 ピルカ 100 25 3 月 3 日 ― 6月10日 6月 10 日
秋バレイショ⑴ 西 4 3.2 デジマ 100 25 9 月 2 日 12 月 2 日 12 月 8 日
秋バレイショ⑵ 西 4 1.2 アンデス 100 25 9 月 2 日 ― 12月 2日 12 月 8 日
秋バレイショ⑶ 西 4 0.6 ニシユタカ 100 25 9 月 2 日 12 月 8 日 12 月 8 日
秋バレイショ⑷ 西 4 0.6 キタアカリ 100 25 9 月 2 日 ― 12月 2日 12 月 2 日
セルリー⑴ ハウス西 1 0.5 トップセラー 65 30 6 月 29 日 10月25日 1 月 17 日 2 月 9 日
セルリー⑵ ハウス西 1 1.0 コーネル 619 号 65 30 6 月 29 日 10月25日 1 月 20 日 2 月 9 日
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春チンゲンサイ⑴ 西 5 0.4 青武 43 20 2 月 12 日 3月8日 4 月 11 日 4 月 15 日
春チンゲンサイ⑵ 西 5 0.5 青武 43 20 2 月 19 日 3月16日 4 月 15 日 4 月 21 日
春チンゲンサイ⑶ 西 5 0.5 青武 43 20 3 月 4 日 3月31日 4 月 25 日 5 月 9 日
春チンゲンサイ⑷ 西 5 0.5 青武 43 20 3 月 18 日 4月11日 5 月 10 日 5 月 18 日 フィールド基礎実習にて定植
秋チンゲンサイ⑴ 西 5 0.5 青武 65 20 8 月 19 日 9 月 8 日 10 月 3 日 10 月 6 日
秋チンゲンサイ⑵ 西 5 0.5 青武 65 20 8 月 29 日 9 月 14 日 10 月 11 日 10 月 14 日
秋チンゲンサイ⑶ 西 5 0.3 青武 65 20 8 月 29 日 9 月 21 日 10 月 18 日 10 月 19 日
秋チンゲンサイ⑷ 西 1 0.8 青武 65 20 9 月 5 日 9 月 27 日 10 月 24 日 10 月 31 日
秋チンゲンサイ⑸ 西 5 0.5 青武 65 20 9 月 14 日 10 月 5 日 11 月 1 日 11 月 17 日 秋ミズナ⑴跡地に定植
秋チンゲンサイ⑹ 西 5 0.5 青武 65 20 9 月 29 日 10 月 20 日 11 月 25 日 12 月 19 日 秋ミズナ⑵跡地に定植
ハクサイ⑴ 西 3 1.0 無双 65 30 8 月 19 日 9 月 7 日 10 月 31 日 11 月 24 日
ハクサイ⑵ 西 3 1.0 黄ごころ 80 65 40 8 月 26 日 9 月 12 日 11 月 21 日 1 月 19 日 実習にて外葉を結束
ハクサイ⑶ 西 3 1.2 黄ごころ 90 65 40 8 月 26 日 9 月 12 日 11 月 25 日 12 月 26 日
ハクサイ⑷ 西 5 0.5 黄ごころ 80 65 40 8 月 26 日 9 月 14 日 12 月 6 日 12 月 21 日
ハクサイ⑸ 西 5 0.5 黄ごころ 90 65 40 8 月 26 日 9 月 14 日 12 月 6 日 12 月 9 日 結球が悪く先に収穫を実施
シュンギク⑴ ハウス西 5 1.5 大葉春菊 65 15 8 月 26 日
（2016 年）
9月 30 日
（2016 年）
10 月 27 日
（2016 年）
2月 20 日
（2017 年）
シロナ⑴ 南 1 0.3 大阪しろな 65 15 3 月 3 日 ― 4月15日 4月 25 日
シロナ⑵ 南 1 0.3 大阪しろな 65 15 3 月 15 日 4 月 25 日 5 月 10 日
カラシナ⑴ 西 5 0.5 うまから菜 65 20 8 月 31 日 9 月 27 日 10 月 18 日 10 月 31 日
カラシナ⑵ 南 3 0.5 うまから菜 65 15 9 月 8 日 10 月 5 日 11 月 4 日 11 月 10 日
タカナ⑴ 西 5 0.5 三池高菜 65 30 8 月 31 日 9月27日 10 月 24 日 10 月 31 日
タカナ⑵ 西 5 0.5 三池高菜 65 30 9 月 14 日 10 月 14 日 11 月 14 日 11 月 30 日
ズッキーニ⑴ 西 5 0.2 ダイナ 130 80 4 月 1 日 4 月 28 日 5 月 27 日 7 月 25 日
ズッキーニ⑵ 西 5 0.1 オーラム 130 60 4 月 1 日 4 月 28 日 5 月 27 日 7 月 25 日
インゲン豆 西４ 0.6 つるなしモロッコ 65 36 4 月 20 日 5 月 2 日 6 月 6 日 6 月 29 日
インゲンマメ⑴ ハウス西 2 0.7 つるなしモロッコ 65 20 8 月 1 日 8 月 9 日 9 月 20 日 10 月 31 日
インゲンマメ⑵ ハウス西 2 0.7 つるなし恋みどり 65 20 8 月 1 日 8 月 9 日 9 月 23 日 10 月 31 日
ノザワナ⑴ 西 3 0.3 ノザワナ 65 20 9 月 16 日 10 月 7 日 11 月 10 日 11 月 30 日
ノザワナ⑵ 西 3 0.3 ノザワナ 65 20 9 月 29 日 10 月 20 日 12 月 16 日 1 月 13 日
タマネギ 西 3 3 立春のかほり・フォー カス・マッハ 65 12 9 月 12 日
（2015 年）
11 月 5 日
（2015 年）
3月 10 日
（2016 年）
4月 18 日
（2016 年）
西 3 4.0 ソニック 65 12 9 月 24 日
（2015 年）
11 月 10 日
（2015 年）
4月 27 日
（2016 年）
4月 27 日
（2016 年）
西 3 2 ターボ 65 12 9 月 30 日
（2015 年）
11 月 19 日
（2015 年）
6月 6日
（2016 年）
6月 6日
（2016 年）
西 3 3.5 ネオアース 65 12 9 月 30 日
（2015 年）
11 月 20 日
（2015 年）
6月 6日
（2016 年）
6月 6日
（2016 年）
西 3 1 猩々赤 65 12 9 月 30 日
（2015 年）
11 月 20 日
（2015 年）
5月 6日
（2016 年）
5月 19 日
（2016 年）
ナス 西４ 0.3 千両 2号 1.8 60 2 月 1 日 4 月 18 日 6 月 1 日 10 月 21 日 白色寒冷遮でトンネルをする
西４ 0.3 庄屋大長 1.8 60 2 月 1 日 4 月 18 日 6 月 1 日 10 月 21 日 白色寒冷遮でトンネルをする
西４ 0.3 くろわし 1.8 60 2 月 1 日 4 月 18 日 6 月 1 日 10 月 21 日 白色寒冷遮でトンネルをする
西４ 0.3 水ナス・鶴海・きぬがわ 1.8 60 2 月 1 日 4 月 18 日 6 月 1 日 10 月 21 日 白色寒冷遮でトンネルをする
西４ 0.6 長者 1.8 60 2 月 1 日 4 月 18 日 6 月 1 日 10 月 21 日 白色寒冷遮でトンネルをする
ピーマン 西４ 0.6 京鈴 1.8 60 2 月 25 日 4 月 25 日 6 月 1 日 10 月 21 日
西４ 0.3 伏見甘長 1.8 60 2 月 25 日 4 月 25 日 6 月 1 日 10 月 21 日
西４ 0.3 甘とう美人 1.8 60 2 月 25 日 4 月 25 日 6 月 1 日 10 月 21 日
スイカ① 西４ 0.8 夏武輝 400 100 3 月 3 日 4 月 11 日 7 月 6 日 7 月 25 日
スイカ① 西４ 0.8 シュガームーン 400 100 3 月 3 日 4 月 11 日 7 月 6 日 7 月 25 日
スイカ① 西４ 0.4 カメハメハ・紅しずく 400 100 3 月 3 日 4 月 11 日 7 月 6 日 7 月 25 日
スイカ② 西４ 2.0 夏武輝 400 100 3 月 23 日 4 月 26 日 7 月 6 日 7 月 25 日
スイカ② 西４ 0.8 秀山 400 100 3 月 23 日 4 月 26 日 7 月 6 日 7 月 25 日
スイカ② 西４ 0.8 紅まくら 400 100 3 月 23 日 4 月 26 日 7 月 6 日 7 月 25 日
スイカ② 西４ 0.4 ブラックボール２ 400 100 3 月 23 日 4 月 26 日 7 月 6 日 7 月 25 日
カボチャ 西４ 0.8 はやと 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 7 月 11 日 8 月 8 日
西４ 0.8 ロロン赤ずきん・プッチーニ 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 7 月 11 日 8 月 8 日
西４ 1.6 ほっこりえびす・夢見 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 7 月 11 日 8 月 8 日
トウガン 西４ 0.8 長とうがん 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 7 月 11 日 8 月 8 日
ウリ 西４ 0.5 ちりめん細長うり 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 8 月 1 日 8 月 8 日
西４ 0.5 青大長縞瓜 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 8 月 1 日 8 月 8 日
西４ 1.0 金瓜 400 100 4 月 5 日 4 月 25 日 8 月 1 日 8 月 8 日
キュウリ 汎用温室 A 2.2 フリーダム 3号 100 50 4 月 5 日 4 月 22 日 5 月 6 日 6 月 20 日
　
オクラ 西４ 1.2 グリーンソード 65 36 5 月 11 日 5 月 25 日 7 月 4 日 10 月 21 日
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作　目 圃　場 面積⒜ 品　種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終） 備考
クウシンサイ 西４ 1.2 クウシンサイ 65 36 5 月 11 日 6 月 3 日 6 月 16 日 9 月 23 日
　
ツルムラサキ 西４ 1.2 ツルムラサキ 65 36 5 月 11 日 6 月 3 日 7 月 5 日 9 月 20 日
　
モロヘイヤ 西４ 0.6 モロヘイヤ 65 36 5 月 11 日 6 月 3 日 6 月 23 日 9 月 29 日
　
ラッカセイ 西３ 2.4 おおまさり 65 60 5 月 11 日 5 月 25 日 9 月 15 日 10 月 19 日
トマト 汎用温室 B 2.2 桃太郎ファイト 100 10 12 月 28 日
（2015 年）
2月 15 日 5 月 9 日 7 月 8 日
（2016 年）
汎用温室 B 2.2 シンディースイート 100 12 12 月 28 日
（2015 年）
2月 15 日 5 月 2 日 7 月 8 日
（2016 年）
汎用温室 B 2.2 桃太郎ファイト 100 10 7 月 20 日 8 月 9 日 10 月 24 日 1 月 30 日
（2017 年）
汎用温室 B 2.2 エコスイート 100 12 7 月 20 日 8 月 9 日 10 月 4 日 1 月 30 日
（2017 年）
イチゴ 汎用温室 C 2.2 女峰 100 20 7 月 19 日
（2015 年）
9月 21 日
（2015 年）
12 月 16 日
（2015 年）
6月 28 日
（2016 年）
汎用温室 C 2.2 ゆめのか 100 20 7 月 19 日
（2015 年）
9月 21 日
（2015 年）
12 月 16 日
（2015 年）
6月 28 日
（2016 年））
コマツナ（水耕）汎用温室Ａ 1.2 夏楽天 1 10 10 月 20 日 10 月 31 日 11 月 30 日 4 月 5 日
（2017 年）
メロン ハウス西５ 2.0 パパイヤ 300 60 2 月 12 日 3 月 29 日 6 月 20 日 6 月 30 日
ハウス西５ 2.0 ラブコール 300 60 2 月 12 日 3 月 29 日 7 月 6 日 7 月 11 日
第２表　2016 年　野菜・花卉部防除暦
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カンショ 5月13日 ベンレート水和剤 1000 カンショ⑴の一部のみ株元灌注
6月16日 ベンレート水和剤 500 カンショ⑵　苗基部浸漬
8月22日 トレボン乳剤 1000 カンショ⑴～⑸
9月9日 マトリックフロアブル 2000 カンショ⑴～⑸
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
スイートコーン 5月11日 トレボン乳剤 1000 スイートコーン⑴・⑵
5月11日 トリフミン水和剤 2000 スイートコーン⑴・⑵
5月27日 ダントツ水和剤 2000 スイートコーン⑴・⑵
5月27日 トレボン乳剤 1000 スイートコーン⑶
5月27日 アディオン乳剤 2000 スイートコーン⑷～⑹
5月27日 トリフミン水和剤 2000 スイートコーン⑷～⑹
6月10日 トレボン乳剤 1000 スイートコーン⑹
6月10日 トリフミン水和剤 2000 スイートコーン⑹
6月10日 アディオン乳剤 2000 スイートコーン⑺～⑼
6月10日 トリフミン水和剤 2000 スイートコーン⑺～⑼
7月1日 トレボン乳剤 1000 スイートコーン⑻～⑾
7月1日 アディオン乳剤 2000 スイートコーン⑿～⒁
7月1日 トリフミン水和剤 2000 スイートコーン⑿～⒁
7月15日 トレボン乳剤 1000 スイートコーン⒀・⒁
7月15日 トリフミン水和剤 2000 スイートコーン⒀・⒁
雌穂抽出前に施用 デナポン粒剤5 6kg/10a
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
エダマメ 5月18日 トレボン乳剤 1000 エダマメ⑴～⑷
5月18日 ランマンフロアブル 1000 エダマメ⑴～⑷
5月27日 ダントツ水和剤 2000 エダマメ⑴～⑶
5月27日 アディオン乳剤 3000 エダマメ⑷～⑺
5月27日 ランマンフロアブル 1000 エダマメ⑷～⑺
7月1日 ダントツ水和剤 2000 エダマメ⑹
7月1日 トレボン乳剤 1000 エダマメ⑺
7月1日 アディオン乳剤 3000 エダマメ⑻・⑼
7月1日 ランマンフロアブル 1000 エダマメ⑻・⑼
7月21日 ダントツ水和剤 2000 エダマメ⑻・⑼
7月21日 ランマンフロアブル 1000 エダマメ⑻・⑼
8月10日 アディオン乳剤 3000 エダマメ⑽～⒀
9月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 エダマメ⑽～⑿
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9月8日 ランネートＤＦ 2000 エダマメ⒀
9月8日 ランマンフロアブル 2000 エダマメ⒀
9月9日 ダントツ水和剤 2000 エダマメ⑽～⑿
9月9日 ランマンフロアブル 1000 エダマメ⑽～⑿
9月9日 アファーム乳剤 1000 エダマメ⑽～⑿
9月15日 ランネートＤＦ 1000 エダマメ⑾～⒀
9月15日 アミスター 20フロアブル 2000 エダマメ⑾～⒀
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 エダマメ⑾・⑿
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
バレイショ 5月1日 アミスター 20フロアブル 3000 春バレイショ⑴～⑼
5月1日 トレボン乳剤 1000 春バレイショ⑴～⑼
5月13日 ダコニール1000フロアブル 1000 春バレイショ⑴～⑼
10月21日 トレボン乳剤 1000 秋バレイショ⑴～⑷
10月21日 アミスター 20フロアブル 3000 秋バレイショ⑴～⑷
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
サトイモ 8月3日 トレボン乳剤 1000 サトイモ⑴～⑹
8月3日 マイトコーネフロアブル 1000 サトイモ⑴～⑹
9月9日 アディオン乳剤 2000 サトイモ⑴～⑹
9月9日 コロマイト乳剤 1000 サトイモ⑴～⑹
9月15日 トレボン乳剤 1000 サトイモ⑴～⑹
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カンラン 4月20日 ランネートＤＦ 1000 春カンラン⑴～⑷
4月20日 ダコニール1000フロアブル 1000 春カンラン⑴～⑷
4月23日 ジェイエース水和剤 1000 春カンラン⑸・⑹
4月23日 ダコニール1000フロアブル 1000 春カンラン⑸・⑹
5月1日 アミスター 20フロアブル 2000 春カンラン⑴～⑹
5月1日 トレボン乳剤 1000 春カンラン⑴～⑹
5月13日 ダントツ水和剤 2000 春カンラン⑴～⑹
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春カンラン⑴～⑹
5月27日 アディオン乳剤 2000 春カンラン⑴～⑸
5月27日 トレボン乳剤 1000 春カンラン⑹
9月9日 アタブロン乳剤 2000 秋カンラン⑴・⑵
9月9日 アファーム乳剤 1000 秋カンラン⑴・⑵
9月9日 ダコニール1000フロアブル 1000 秋カンラン⑴・⑵
9月15日 アディオン乳剤 2000 秋カンラン⑴～⑸
9月15日 ライメイフロアブル 2000 秋カンラン⑴～⑸
9月21日 ランネートＤＦ 1000 秋カンラン⑴～⑶
9月21日 ライメイフロアブル 2000 秋カンラン⑴～⑶
9月27日 マラソン乳剤 1000 秋カンラン⑴～⑸
9月30日 アディオン乳剤 2000 秋カンラン⑴～⑸
10月4日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋カンラン⑴～⑸
10月4日 ライメイフロアブル 2000 秋カンラン⑴～⑸
10月7日 アファーム乳剤 1000 秋カンラン⑴～⑶
10月7日 ランネートＤＦ 1000 秋カンラン⑷・⑸
10月13日 アディオン乳剤 2000 秋カンラン⑶～⑸
10月13日 Ｚボルドー水和剤 500 秋カンラン⑶～⑸
10月21日 マラソン乳剤 1000 秋カンラン⑴～⑶
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋カンラン⑷・⑸
10月21日 アクタラ顆粒水和剤 3000 秋カンラン⑷・⑸
10月21日 Ｚボルドー水和剤 500 秋カンラン⑷・⑸
11月18日 アディオン乳剤 2000 秋カンラン⑸
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ブロッコリー 4月20日 ランネートＤＦ 1000 春ブロッコリー⑴・⑵
4月20日 ダコニール1000フロアブル 1000 春ブロッコリー⑴・⑵
5月8日 アディオン乳剤 2000 春ブロッコリー⑴・⑵
5月8日 ダコニール1000フロアブル 1000 春ブロッコリー⑴・⑵
5月13日 ダントツ水和剤 2000 春ブロッコリー⑴・⑵
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春ブロッコリー⑴・⑵
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5月27日 アディオン乳剤 2000 春ブロッコリー⑴・⑵
9月9日 アタブロン乳剤 2000 秋ブロッコリー⑴
9月9日 アファーム乳剤 1000 秋ブロッコリー⑴
9月9日 ダコニール1000フロアブル 1000 秋ブロッコリー⑴
9月15日 アディオン乳剤 2000 秋ブロッコリー⑴～⑷
9月15日 ライメイフロアブル 2000 秋ブロッコリー⑴～⑷
9月21日 ランネートＤＦ 1000 秋ブロッコリー⑴～⑶
9月21日 ライメイフロアブル 2000 秋ブロッコリー⑴～⑶
9月27日 マラソン乳剤 1000 秋ブロッコリー⑴～⑷
9月30日 アディオン乳剤 2000 秋ブロッコリー⑴～⑷
10月4日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋ブロッコリー⑴～⑷
10月4日 ライメイフロアブル 2000 秋ブロッコリー⑴～⑷
10月7日 アファーム乳剤 1000 秋ブロッコリー⑴～⑶
10月7日 ランネートＤＦ 1000 秋ブロッコリー⑷
10月13日 アディオン乳剤 2000 秋ブロッコリー⑷
10月13日 Ｚボルドー水和剤 500 秋ブロッコリー⑷
10月21日 マラソン乳剤 1000 秋ブロッコリー⑴～⑶
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋ブロッコリー⑷
10月21日 アクタラ顆粒水和剤 3000 秋ブロッコリー⑷
10月21日 Ｚボルドー水和剤 500 秋ブロッコリー⑷
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋ブロッコリー⑸
10月21日 ライメイフロアブル 2000 秋ブロッコリー⑸
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カリフラワー 9月9日 アタブロン乳剤 2000 カリフラワー⑴
9月9日 アファーム乳剤 1000 カリフラワー⑴
9月9日 ダコニール1000フロアブル 1000 カリフラワー⑴
9月15日 アディオン乳剤 2000 カリフラワー⑴～⑶
9月15日 ライメイフロアブル 2000 カリフラワー⑴～⑶
9月21日 ランネートＤＦ 1000 カリフラワー⑴・⑵
9月21日 ライメイフロアブル 2000 カリフラワー⑴・⑵
9月27日 マラソン乳剤 1000 カリフラワー⑴～⑶
9月30日 アディオン乳剤 2000 カリフラワー⑴～⑶
10月4日 フェニックス顆粒水和剤 2000 カリフラワー⑴～⑶
10月4日 ライメイフロアブル 2000 カリフラワー⑴～⑶
10月7日 アファーム乳剤 1000 カリフラワー⑴・⑵
10月7日 ランネートＤＦ 1000 カリフラワー⑶
10月13日 アディオン乳剤 2000 カリフラワー⑶
10月13日 Ｚボルドー水和剤 500 カリフラワー⑶
10月21日 マラソン乳剤 1000 カリフラワー⑴・⑵
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 カリフラワー⑶
10月21日 アクタラ顆粒水和剤 3000 カリフラワー⑶
10月21日 Ｚボルドー水和剤 500 カリフラワー⑶
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 カリフラワー⑷
10月21日 ライメイフロアブル 2000 カリフラワー⑷
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ホウレンソウ 9月9日 アファーム乳剤 2000 秋ホウレンソウ⑴
9月15日 アファーム乳剤 2000 秋ホウレンソウ⑴
9月15日 ライメイフロアブル 2000 秋ホウレンソウ⑴
9月15日 ランネートＤＦ 1000 秋ホウレンソウ⑵
9月15日 ランマンフロアブル 2000 秋ホウレンソウ⑵
9月21日 エスマルクDF 1000 秋ホウレンソウ⑴
9月21日 アファーム乳剤 2000 秋ホウレンソウ⑵
9月21日 ライメイフロアブル 2000 秋ホウレンソウ⑵
10月7日 アファーム乳剤 2000 秋ホウレンソウ⑵・⑶
10月21日 アファーム乳剤 2000 秋ホウレンソウ⑷
10月21日 エコピタ 100 秋ホウレンソウ⑷
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
コマツナ 3月23日 モスピラン水和剤 4000 春コマツナ⑴
3月30日 アルバリン顆粒水和剤 2000 春コマツナ⑴
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4月22日 エスマルクＤＦ 1000 春コマツナ⑵・⑶
4月22日 ランマンフロアブル 2000 春コマツナ⑵・⑶
9月9日 アファーム乳剤 2000 秋コマツナ⑴
9月15日 アファーム乳剤 2000 秋コマツナ⑴
9月15日 ライメイフロアブル 2000 秋コマツナ⑴
9月15日 ランネートＤＦ 1000 秋コマツナ⑵
9月15日 ランマンフロアブル 2000 秋コマツナ⑵
9月21日 エスマルクDF 1000 秋コマツナ⑴
9月21日 アファーム乳剤 2000 秋コマツナ⑵
9月21日 ライメイフロアブル 2000 秋コマツナ⑵
10月7日 アファーム乳剤 2000 秋コマツナ⑵
10月21日 アファーム乳剤 2000 秋コマツナ⑷
10月21日 エコピタ 100 秋コマツナ⑷
播種時に施用 アルバリン粒剤 6kg/10a
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
チンゲンサイ 3月23日 モスピラン水和剤 4000 春チンゲンサイ⑴
3月29日 アルバリン顆粒水和剤 2000 春チンゲンサイ⑴
4月6日 アルバリン顆粒水和剤 2000 春チンゲンサイ⑴
4月6日 フェニックス顆粒水和剤 2000 春チンゲンサイ⑴
5月13日 エスマルクＤＦ 1000 春チンゲンサイ⑷
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春チンゲンサイ⑷
9月27日 アファーム乳剤 1000 秋チンゲンサイ⑴
9月27日 ライメイフロアブル 2000 秋チンゲンサイ⑴
9月27日 ダントツ水和剤 2000 秋チンゲンサイ⑵
9月27日 ライメイフロアブル 2000 秋チンゲンサイ⑵
9月30日 マトリックフロアブル 2000 秋チンゲンサイ⑶・⑷
9月30日 ライメイフロアブル 2000 秋チンゲンサイ⑶・⑷
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋チンゲンサイ⑵～⑷
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋チンゲンサイ⑷
10月21日 ライメイフロアブル 2000 秋チンゲンサイ⑷
10月27日 アクタラ顆粒水和剤 2000 秋チンゲンサイ⑸
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ミズナ 3月23日 モスピラン水和剤 4000 春ミズナ⑴
3月29日 アルバリン顆粒水和剤 2000 春ミズナ⑴
4月6日 アルバリン顆粒水和剤 2000 春ミズナ⑴
4月6日 フェニックス顆粒水和剤 2000 春ミズナ⑴
5月13日 エスマルクＤＦ 1000 春ミズナ⑷・⑸
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春ミズナ⑷・⑸
9月27日 アファーム乳剤 1000 秋ミズナ⑴
9月27日 ライメイフロアブル 2000 秋ミズナ⑴
9月27日 ダントツ水和剤 2000 秋ミズナ⑵
9月27日 ライメイフロアブル 2000 秋ミズナ⑵
9月30日 マトリックフロアブル 2000 秋ミズナ⑶・⑷
9月30日 ライメイフロアブル 2000 秋ミズナ⑶・⑷
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋ミズナ⑵～⑷
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋ミズナ⑷
10月21日 ライメイフロアブル 2000 秋ミズナ⑷
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
シロナ 3月23日 モスピラン水和剤 4000 シロナ⑴
3月30日 アルバリン顆粒水和剤 2000 シロナ⑴
4月22日 エスマルクＤＦ 1000 シロナ⑵
4月22日 ランマンフロアブル 2000 シロナ⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
レタス 4月14日 アディオン乳剤 2000 春レタス⑴
4月14日 アミスター 20フロアブル 2000 春レタス⑴
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4月19日 アディオン乳剤 2000 春レタス⑵・⑶
4月19日 ロブラール水和剤 1000 春レタス⑵・⑶
5月12日 アディオン乳剤 2000 春レタス⑷
5月12日 アミスター 20フロアブル 2000 春レタス⑷
5月13日 エスマルクＤＦ 1000 春レタス⑶
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春レタス⑶
5月27日 アファーム乳剤 1000 春レタス⑷
5月27日 ランマンフロアブル 2000 春レタス⑷
9月9日 アディオン乳剤 2000 秋レタス⑴
9月9日 ロブラール水和剤 1000 秋レタス⑴
9月15日 ランネートＤＦ 1000 秋レタス⑴・⑵
9月15日 アミスター 20フロアブル 2000 秋レタス⑴・⑵
9月30日 アディオン乳剤 2000 秋レタス⑵・⑶
9月30日 ロブラール水和剤 2000 秋レタス⑵・⑶
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋レタス⑵・⑷
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋レタス⑶・⑷
10月21日 ライメイフロアブル 2000 秋レタス⑶・⑷
11月4日 アディオン乳剤 2000 秋レタス⑷
11月4日 アミスター 20フロアブル 2000 秋レタス⑷
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
サニーレタス 4月14日 アディオン乳剤 2000 春サニーレタス⑴
4月14日 アミスター 20フロアブル 2000 春サニーレタス⑴
5月13日 エスマルクＤＦ 1000 春サニーレタス⑵
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春サニーレタス⑵
9月15日 ランネートＤＦ 1000 秋サニーレタス⑴
9月15日 アミスター 20フロアブル 2000 秋サニーレタス⑴
9月30日 マトリックフロアブル 2000 秋サニーレタス⑴
9月30日 アミスター 20フロアブル 2000 秋サニーレタス⑴
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋サニーレタス⑴
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋サニーレタス⑵
10月21日 ライメイフロアブル 2000 秋サニーレタス⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
リーフレタス 4月19日 アディオン乳剤 2000 春リーフレタス⑴
4月19日 ロブラール水和剤 1000 春リーフレタス⑴
5月13日 エスマルクＤＦ 1000 春リーフレタス⑴
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春リーフレタス⑴
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋リーフレタス⑴
10月21日 ライメイフロアブル 2000 秋リーフレタス⑴
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ダイコン 3月23日 モスピラン水和剤 4000 春ダイコン⑴
5月13日 エスマルクＤＦ 1000 春ダイコン⑴～⑷
5月13日 ランマンフロアブル 2000 春ダイコン⑴～⑷
9月12日 アファーム乳剤 1000 秋ダイコン⑴
9月12日 ライメイフロアブル 2000 秋ダイコン⑴
9月15日 ハチハチ乳剤 1000 秋ダイコン⑴・⑵
9月15日 ランマンフロアブル 2000 秋ダイコン⑴・⑵
9月30日 アファーム乳剤 1000 秋ダイコン⑴・⑵
9月30日 ライメイフロアブル 2000 秋ダイコン⑴・⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ニンジン 9月12日 コテツフロアブル 2000 秋ニンジン⑴～⑶
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
中ネギ 9月6日 ダントツ水溶剤 2000 中ネギ⑶～⑸
9月6日 アミスター 20フロアブル 2000 中ネギ⑶～⑸
9月9日 ハチハチ乳剤 1000 中ネギ⑶～⑸
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9月9日 アミスター 20フロアブル 2000 中ネギ⑶～⑸
定植時に以下を施用 トリフミン水和剤 50 定植直前に根部浸漬処理
アドマイヤー粒剤 4㎏ /10a 定植時に施用
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
本畑ネギ 8月5日 ゴーゴーサン乳剤 300ml/10a 太ネギ⑴・⑵
9月9日 トレボン乳剤 1000 太ネギ⑴・⑵
9月9日 ペンコゼブ水和剤 600 太ネギ⑴・⑵
9月15日 アタブロン乳剤 2000 太ネギ⑴・⑵
9月15日 ダコニール1000フロアブル 1000 太ネギ⑴・⑵
10月13日 アディオン乳剤 2000 太ネギ⑴・⑵
10月13日 Ｚボルドー水和剤 500 太ネギ⑴・⑵
10月21日 トレボン乳剤 1000 太ネギ⑴・⑵
10月21日 アミスター 20フロアブル 2000 太ネギ⑴・⑵
定植時に以下を施用 トリフミン水和剤 50 定植直前に根部浸漬処理
アドマイヤー粒剤 4㎏ /10a 定植時に施用
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ニラ 4月23日 モスピラン水和剤 4000 ニラ⑴
4月23日 ストロビーフロアブル 3000 ニラ⑴
7月1日 トップジンＭ水和剤 1000 ニラ⑴の一部のみ
7月11日 トップジンＭ水和剤 1000 ニラ⑴の一部のみ
12月28日 セイビアーフロアブル 1000 ニラ⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ラディッシュ 9月21日 エスマルクDF 1000 ラディッシュ⑴・⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
小カブ 9月15日 ハチハチ乳剤 1000 秋コカブ⑴・⑵
9月15日 ランマンフロアブル 2000 秋コカブ⑴・⑵
9月21日 エスマルクDF 1000 秋コカブ⑴・⑵
9月27日 エスマルクDF 1000 秋コカブ⑴・⑵
9月30日 アファーム乳剤 2000 秋コカブ⑴・⑵
9月30日 ランマンフロアブル 2000 秋コカブ⑴・⑵
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 秋コカブ⑵・⑶
播種時に施用 アルバリン粒剤 6kg/10a
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カブ 9月15日 ハチハチ乳剤 1000 カブ⑴
9月15日 ランマンフロアブル 2000 カブ⑴
9月21日 エスマルクDF 1000 カブ⑴
9月30日 アファーム乳剤 2000 カブ⑴・⑵
9月30日 ランマンフロアブル 2000 カブ⑴・⑵
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 カブ⑴・⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ハクサイ 9月15日 アディオン乳剤 2000 ハクサイ⑴～⑶
9月15日 ライメイフロアブル 2000 ハクサイ⑴～⑶
9月27日 マラソン乳剤 1000 ハクサイ⑴～⑶
9月27日 ダコニール1000フロアブル 2000 ハクサイ⑴～⑶
9月30日 アディオン乳剤 2000 ハクサイ⑴～⑶
9月30日 マトリックフロアブル 2000 ハクサイ⑷・⑸
9月30日 ライメイフロアブル 2000 ハクサイ⑷・⑸
10月4日 フェニックス顆粒水和剤 2000 ハクサイ⑴～⑶
10月4日 ライメイフロアブル 2000 ハクサイ⑴～⑶
10月7日 ランネートＤＦ 1000 ハクサイ⑴～⑶
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 ハクサイ⑷・⑸
10月13日 アディオン乳剤 2000 ハクサイ⑴～⑶
10月13日 Ｚボルドー水和剤 500 ハクサイ⑵・⑶
10月21日 マラソン乳剤 1000 ハクサイ⑴
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10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 ハクサイ⑵・⑶
10月21日 アクタラ顆粒水和剤 3000 ハクサイ⑵・⑶
10月21日 Ｚボルドー水和剤 500 ハクサイ⑵・⑶
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 ハクサイ⑷・⑸
10月21日 ライメイフロアブル 2000 ハクサイ⑷・⑸
11月18日 アクタラ顆粒水和剤 3000 ハクサイ⑴～⑶
定植時に施用 オルトラン粒剤 2g/株
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
シュンギク 10月21日 エスマルクDF 1000 シュンギク⑴
11月18日 エスマルクDF 1000 シュンギク⑴
11月18日 エコピタ 100 シュンギク⑴
12月13日 エスマルクDF 1000 シュンギク⑴
12月13日 エコピタ 100 シュンギク⑴
12月28日 アファーム乳剤 2000 シュンギク⑴
12月28日 アカリタッチ乳剤 1000 シュンギク⑴
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
タカナ 9月30日 マトリックフロアブル 2000 タカナ⑴
9月30日 ライメイフロアブル 2000 タカナ⑴
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 タカナ⑴
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 タカナ⑴
10月21日 ライメイフロアブル 2000 タカナ⑴
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カラシナ 9月30日 マトリックフロアブル 2000 カラシナ⑴
9月30日 ライメイフロアブル 2000 カラシナ⑴
10月21日 フェニックス顆粒水和剤 2000 カラシナ⑴
10月21日 ライメイフロアブル 2000 カラシナ⑴
10月21日 アファーム乳剤 2000 カラシナ⑵
10月21日 エコピタ 100 カラシナ⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
セルリー 12月13日 アファーム乳剤 1000 セルリー⑴・⑵
1月11日 エスマルクＤＦ 1000 セルリー⑴・⑵
1月11日 アカリタッチ 1000 セルリー⑴・⑵
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ニンニク 3月23日 モスピラン水和剤 4000 ニンニク⑴～⑶
3月23日 ダコニール1000フロアブル 1000 ニンニク⑴～⑶
4月5日 オルトラン水和剤 1000 ニンニク⑴～⑶
4月5日 アミスター 20フロアブル 2000 ニンニク⑴～⑶
4月19日 アミスター 20フロアブル 2000 ニンニク⑴～⑶
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
インゲンマメ 9月6日 ダントツ水溶剤 2000 インゲンマメ⑴・⑵
9月6日 アミスター 20フロアブル 2000 インゲンマメ⑴・⑵
9月9日 マラソン乳剤 1000 インゲンマメ⑴・⑵
9月9日 プレオフロアブル 1000 インゲンマメ⑴・⑵
9月9日 ファンタジスタ顆粒水和剤 2000 インゲンマメ⑴・⑵
9月14日 エコピタ液剤 100 インゲンマメ⑴・⑵
9月16日 エコピタ液剤 100 インゲンマメ⑴・⑵
9月16日 エスマルクＤＦ 1000 インゲンマメ⑴・⑵
10月7日 フェニックス顆粒水和剤 2000 インゲンマメ⑴・⑵
10月7日 エコピタ液剤 100 インゲンマメ⑴・⑵
定植時に施用 アルバリン粒剤 2g/株
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
イチゴ 5月6日 スピノエース顆粒水和剤 5000
5月6日 フルピカフロアブル 2000
5月6日 アディオン乳剤 3000
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5月12日 モベントフロアブル 2000
5月12日 アフェットフロアブル 2000
6月30日 ロディー乳剤 1000
6月30日 アミスター 20フロアブル 1500
8月10日 ベンレート水和剤 500 育苗
8月19日 ゲッター水和剤 1000 育苗
8月19日 マトリックフロアブル 2000 育苗
8月24日 フロンサイドＳＣ 1000 育苗
9月6日 キノンドーフロアブル 500 育苗
9月12日 コテツフロブル 2000 育苗
9月30日 セイビアフロアブル 3000
9月30日 アディオン乳剤 2000
10月20日 モスピラン水溶剤 2000
10月31日 サンマイトフロアブル 1000
10月31日 オーソサイド水和剤 800
11月22日 チェス顆粒水和剤 5000
11月22日 ロブラール水和剤 1500
12月2日 カネマイトフロアブル 800
12月2日 オサダン 1000
12月16日 ピラニカＥＷ 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ハウスメロン 4月26日 アミスターフロアブル 2000
4月26日 アディオン乳剤 3000
5月16日 アファーム乳剤 1000
5月16日 ダコニール 700
5月25日 スピノエース顆粒水和剤 5000
6月8日 オーソサイド 600
6月8日 マラソン乳剤 1000
6月15日 ジマンダイセン水和剤 600
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
スイカ 5月18日 アタブロン乳剤 2000
5月18日 ダコニール 7000
6月8日 オーソサイド 600
6月8日 マラソン乳剤 1000
6月15日 ジマンダイセン水和剤 600
6月30日 フォリオゴールド 1000
7月14日 シグナムＷＤＧ 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カボチャ 5月18日 カスケード乳剤 2000
6月8日 オーソサイド 600
6月8日 マラソン乳剤 1000
6月15日 ジマンダイセン水和剤 600
6月30日 フォリオゴールド 1000
7月14日 シグナムＷＤＧ 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
トマト温室 5月6日 アディオン乳剤 2000 春作
スピノエース顆粒水和剤 5000
9月30日 ハチハチフロアブル 1000 秋作
9月30日 ロブラール水和剤 1000
11月4日 アファームエクセラ 1500
11月4日 モベントフロアブル 2000
11月4日 プロポーズ顆粒水和剤 1000
12月21日 フルピカフロアブル 2000
12月21日 アクタラ顆粒水溶剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ピーマン 6月8日 エコピタ 100
6月28日 サンクリスタル 300
32 岡山大農センター報告　No.39　2017　
7月14日 シグナムＷＤＧ 2000
8月5日 エコピタ 100
8月5日 ロブラール水和剤 1000
8月19日 アファーム乳剤 2000
9月14日 トアロー水和剤 1000
9月21日 アフェットフロアブル 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ナス 6月8日 エコピタ 100
6月28日 サンクリスタル 300
7月14日 シグナムＷＤＧ 2000
7月26日 トップジンＭ 1500
8月5日 エコピタ 100
8月5日 ロブラール水和剤 1000
8月19日 アファーム乳剤 2000
9月6日 ダコニール1000 1000
9月6日 カスケード乳剤 2000
9月14日 エコピタ 100
9月14日 トアロー水和剤 1000
9月21日 アフェットフロアブル 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ソラマメ 4月26日 ロブラール水和剤 1000
スミチオンン乳剤 1000
カスケード乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
タマネギ 4月26日 アミスターフロアブル 2000 （2015年度定植）
4月26日 アディオン乳剤 3000 （2015年度定植）
8月19日 バスアミド 苗床
10月4日 オーソサイド水和剤80 600 （2016年度定植）
10月19日 マラソン乳剤 1000
10月19日 ペンコセブ水和剤 500
10月27日 ダコニール 1000
10月27日 ジェイエース水溶剤 1000
12月2日 フォリオゴールド 800
第３表　除草剤防除歴 2016 年度（平成 28 年度４月～３月）　野菜 ･ 花き部門
No 月　日 薬品名 使用量（mL） 散布（作目と場所） 備　考
1 3月28日 エイトアップ 90 西ハウス周辺
2 3月29日 エイトアップ 180 西ハウス周辺
西5圃場周辺
3 3月4日 ゴーゴーサン乳剤 300 春バレイショ⑴～⑼
4 3月29日 バスタ 100 西ハウス4内畦間
5 4月5日 バスタ 100 西5畦間
6 4月5日 エイトアップ 100 西1、2、3圃場周辺
7 4月8日 ゴーゴーサン乳剤 300 サトイモ⑴～⑹
8 4月18日 エイトアップ 100 西ハウス1周辺
9 4月22日 バスタ 100 南2畦間
10 5月12日 サンフーロン 100 西ハウス1～ 4周辺
西1、2、3圃場周辺
11 5月17日 バスタ 100 南3、西1、3畦間
12 5月24日 バスタ 100 西2畦間
13 5月25日 バスタ 100 西2畦間
14 6月8日 バスタ 100 西3、南2畦間
15 6月10日 エイトアップ 400 西ハウス周辺
西2圃場周り
16 7月5日 バスタ 400 西1圃場周り
西2圃場周り
17 7月7日 バスタ 80 西6圃場周り
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18 7月11日 バスタ 80 西ハウス3・4畦間
19 7月15日 バスタ 120 西6畦間
20 7月27日 バスタ 320 西1、西6畦間
21 8月9日 バスタ 80 西6畦間
22 8月17日 バスタ 120 ハウス西2
23 8月23日 バスタ 810 西1、3圃場周辺
24 8月25日 バスタ 1200 西2、南3圃場周辺
各ハウス周り
25 9月1日 バスタ 400 西3畦間
26 9月6日 ゴーゴーサン乳剤 300ml/100L/10a 秋バレイショ⑴～⑷
27 9月9日 バスタ 800 西側各圃場周辺
28 9月13日 バスタ 120 南3畦間
29 9月15日 バスタ 400 西3畦間
30 9月15日 エイトアップ 4000 各圃場周辺、及び通路
31 11月16日 バスタ 160 南2畦間
32 11月21日 バスタ 160 西ハウス畦間
18 9月18日 バスタ 400 南2圃場周辺
ハウス西周辺
19 9月28日 バスタ 320 西4圃場畦間
20 9月29日 バスタ 320 西5圃場畦間
ハウス西5畦間
21 10月2日 バスタ 300 西2圃場畦間
22 10月3日 バスタ 400 西4圃場畦間
23 10月5日 バスタ 160 西2圃場畦間
24 10月27日 バスタ 80 西4圃場畦間
25 10月30日 バスタ 1000 ハウス西周辺
南2圃場畦間
26 12月16日 バスタ 80 南1圃場畦間
27 2月15日 バスタ 80 ハウス西1畦間
ハウス西2畦間
28 3月28日 エイトアップ 90 ハウス西周辺
29 9月15日 バスタ 400 西3畦間
30 9月15日 エイトアップ 4000 各圃場周辺、及び通路
31 11月16日 バスタ 160 南2畦間
32 11月21日 バスタ 160 西ハウス畦間
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第４表　平成 28 年度における野菜・花卉の販売量
作　　目 品種 面積（a） 収量（kg） Ｈ28売払金額（円）
イチゴ 女峰 4.4 838.4 1,359,283
イチゴ 冷凍 - 95.1 89,003 
インゲンマメ つるなしモロッコ 1.0 109.9 96,395 
エダマメ 宝石　他 16.0 2582.6 813,547 
エンドウ ツタンカーメン 1.0 75.7 55,545 
オクラ グリーンソード 1.0 288.1 143,247 
オカノリ 0.5 17.9 8,820 
カブ 聖護院大蕪 2.1 767.9 164,477 
カボチャ エビス・隼人・利休 3.2 358.2 55,704 
カラシナ うまから菜 2.3 179.2 58,042 
カリフラワー スノークラウン 3.0 187.5 83,220 
カンショ ベニアズマ 26.0 4589.3 882,322 
カンラン 彩里・マルシェ 7.5 1587.6 348,928 
キュウリ 夏すずみ 0.5 305.0 100,407 
キュウリ（温室） フリーダム１号 0.8 595.0 213,327 
キンウリ 金俵 1.6 48.9 11,570 
クウシンサイ 0.5 236.8 112,017 
クレソン 0.2 35.1 42,189 
コウサイタイ 0.2 14.7 11,108 
コカブ 耐病ひかり 1.5 373.0 96,770 
コマツナ (露地、ハウス） 夏楽天 4.4 747.2 324,858 
コマツナ（水耕） 夏楽天 0.8 459.0 234,607 
ササゲ 清流 0.5 124.7 57,679 
サトイモ エグイモ・石川早生 10.2 1224.5 273,518 
シイタケ 0.3 32.3 32,360 
シソ 青シソ・赤シソ 0.3 18.9 15,480 
シュンギク 大葉
1.5 
714.5 343,594 
シロウリ 37.9 11,560 
シロナ みなとべかな 0.3 105.0 20,579 
スイートコーン カクテル・未来 13.5 3746(本） 451,853
スイートコーン カクテル・未来 133（㌔） 91,065 
スイカ 夏武輝・瑞祥 4.8 631.7 95,674 
ズッキーニ ダイナー 0.6 96.4 34,409 
セロリ コーネル 1.6 70.4 15,465 
その他野菜 ルッコラ・オカヒジキ・ 0.6 323.0 193,070 
ソラマメ 打越一寸 2.5 242.8 128,527 
ターサイ
0.6 
59.2 27,452 
ダイコン 四月早生・耐病総太り 1961.0 382,953 
タカナ 三池大葉 2.2 155.0 33,140 
タマネギ（白） ソニック・ターボ他 12.5 258.1 480,265 
タマネギ（赤） 猩々赤 214.5 58,342 
タマネギ（苗） ターボ 0.5 11358（本） 56,950 
チンゲンサイ（ハウス） 青武 0.3 29.6 14,330 
チンゲンサイ（露地） 青武 3.7 740.4 159,940 
ツルムラサキ 0.5 194.6 69,056
トウガン 長とうがん 0.8 276.6 28,079 
トマト 桃太郎ファイト他 8.8 4059.0 1,793,611
ナス 長者、千両、くろわし 1.8 2210.1 542,452
ナバナ 摘菜花 1.2 95.3 70,806 
ニラ 大葉 3.0 744.2 316,944 
ニンジン 向陽2号　他 5.9 2205.7 453,417
ニンニク ホワイト六片 2.0 28.5 34,230
ネギ（ハウス） 九条 1.0 36.9 33,318 
ネギ 九条 8.5 2417.6 469,212 
ネギ 赤ネギ 353.3 96,145 
ハクサイ 黄ごころ・無双 4.1 1934.8 295,267 
ハダイコン 葉太郎 0.6 83.1 32,412 
バレイショ 男爵・メークイン・アンデス・デジマ 14.4 2519.5 537,464 
ピーマン 京すず等 1.2 699.7 302,135 
ブロッコリー ハイツ 3.2 261.4 140,070
ベンリナ 0.3 36.9 45,911 
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（２）水田部門
　平成28年度の乾田直播栽培は，５月下旬から播
種を開始した。播種は順調に進み，発芽は良好で
あった。本年度より６条の稚苗田植え機（クボタ　
ZP67）を導入した。移植栽培は稚苗育苗とし，５
月下旬に播種し，苗の生育は概ね順調であったが，
一部に育苗時の水切れが原因と思われる生育不良が
みられた。岡山，八浜水田ともに田植え作業は平年
より早く１週間程度で完了した。一部ではスクミリ
ンゴガイによる苗の食害がみられ，殺虫剤を散布し
たが，水口部分一帯が被害を受けた。これ以外では
生育は順調であった。しかし，八浜水田では畦から
の漏水により湛水状態が維持できなかったことに加
え，圃場内の高低差が大きく土壌表面が露出したこ
とにより，除草剤の効果が十分に発揮されずヒエ等
の雑草が大発生した。水稲の作柄，作況指数は全国
平均が535kg/10a「103」，岡山県南部は535kg/10a，
｢102｣ であった。
　岡山水田の栽培品種は，１，２号水田にヒノヒカ
リを用い，３号水田では予定していたヒノヒカリの
苗が不良であったため，あきまさりを用いた。１，
２号水田は田植え機を用いて稚苗（葉齢2.5 ～３）
移植栽培を行った。３号水田では，南側約15aは植
え機を用いて稚苗を移植栽培し，北側約10aは修士・
卒業論文作成のための試験が行われ，多くの研究成
果が報告された。八浜水田は４，５号水田で乾田直
播栽培し，１，２，３，６号水田に田植え機を用いた
稚苗移植栽培を行った。
　本農場の水稲収量はアケボノ486kg/10a，ヒノヒカ
リ446kg/10a，あきまさり469kg/10a，平均467kg/10a
となった。 （出江嘉朗）
第１表　栽培面積
作目 栽培様式 品種 栽培圃場及び面積⒜ 合計⒜
岡山水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 1号（40） 40　
移植 ヒノヒカリ 2号（64） 64　
移植 あきまさり 3号（15） 15　
試験研究用 3’号（10，研究室･未収穫）
八浜水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 1’号（70） 70　
移植 アケボノ 3号（69），6号（50） 119　
移植 あきまさり 1号（211），2号（158） 439　
直播 あきまさり 4号（81） 81　
直播 あきまさり 5号（64），5’号（70） 134　
作　　目 品種 面積（a） 収量（kg） Ｈ28売払金額（円）
ホウレンソウ（ハウス） プログレス・ミストラル 8.0 655.9 223,182
ホウレンソウ（露地） プログレス・ミストラル 7.4 765.9 356,167 
ポップコーン 0.6 3.4 9,110 
マビキナ 人参・大根・かぶ ー 164.2 66,456 
ミズナ 京みぞれ　他 3.8 755.5 191,317 
ミツバ 0.3 3.8 4,690 
メロン (ハウス） ラブコール・パパイヤ 2.0 920.3 178,658 
モロヘイヤ 0.6 215.4 90,813 
ラディッシュ コメット 0.8 41.3 19,220 
レタス シスコ 6.6 925.3 381,673 
レタス レッドウェーブ　他 2.9 376.3 153,839 
ワケギ 0.1 3.3 2,940 
落花生 おおまさり 2.5 102.4 122,411 
花木苗 ペチュニア　他 3.6 8730個 801,489 
キク (露地、電） 美林　他 3.0 3639（本） 175,900
電照キク セイスナップ・ローズ舞風車 0.5 1515.0 71,310
合計 258.2(a) 16,393,295
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第２表　栽培の概要
作目 栽培様式 品種 播種・移植期 播種量㎏ /10a
施肥量（㎏ /10a）
収穫期
種類 N P2O K2O
岡山水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 5/23・6/13 1.3 日産Z 10 ～ 11 7 7 10/14 ～ 10/19
八浜水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 5/30・6/21 1.3 日産Z 10 ～ 11 7 7 10/20
移植 アケボノ 5/30・6/21 1.3 日産Z 10 ～ 11 7 7 11/7
移植 あきまさり 5/30・6/21 1.3 日産Z 10 ～ 11 7 7 10/21 ～
直播 あきまさり 5/23 ～ 5/29 6.5 日産Z 12 8 8 11/4
第３表　水稲防除作業内容
薬品名 圃場名（号田） 使用量（/10a） 月/日
八浜水田 マーシェット乳剤 4,5 500cc 6/3
　　除草剤 トレファノサイド乳剤 5 300cc 5/27 ～ 6/3
アピロトップ粒剤 1,2,3,6 1kg 6/23 ～ 6/26
ダイナマン 1 500cc 7/1
クリンチャー EW 4,5 100cc 6/15 ～ 7/7
クリンチャー EW 1,2,3,6 100cc 7/12 ～ 7/19
ワイドアタック 1,2,3,6 100cc 7/12 ～ 7/19
アドマイヤー顆粒 1,2,3,4,5,6 24g 5/27 ～ 6/3
ブラシンフロアブル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/25
　　殺虫・殺菌剤 ロムダンゾル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/25
モンカットフロアブル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/25
アプロードフロアブル 1,2,3,4,5,6 96cc 8/25
アルバリン 1,2,3,4,5,6 25g 8/25
アピロトップ粒剤 1,2,3 1㎏ 6/13 ～ 6/14
岡山水田 ジャンボたにしくん 1,2 1㎏ 7/1
　　除草剤 ブラシンフロアブル 1,2,3 98cc 8/17
　　殺虫・殺菌剤 ロムダンゾル 1,2,3 98cc 8/17
モンカットフロアブル 1,2,3 98cc 8/17
アプロードフロアブル 1,2,3 98cc 8/17
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（３）果樹部門
　平成28年の生産概要を第１表に，作目ごとの薬
剤防除履歴および植物成長調節物質使用履歴を，第
２表から第11表に示した。今年は通年で，グッドジョ
ブ支援センターの作業補佐員１名と支援員１名が，
果樹部で作業を行った。
１）モモ
　４月から６月に雨や強風の日が多く，せん孔細菌
病が多発した。果実の被害に加えて，４号園の‘清
水白桃’を中心に広い範囲で激しい落葉と亜主枝や
側枝の枯死が認められた。また，果実肥大期の降水
量が多かったため，収穫期に近づく頃には，果実の
重みで枝が大きく垂れ下がり，樹齢の進んだ樹では，
主枝や亜主枝が折れる被害が目立った。
　収穫時期と収穫期間は例年並みであったが，各品
種とも，大玉の果実が多く，果実間での食味のばら
つきが小さかった。収穫果の平均糖度は，‘あかつ
き’，‘紅清水’，‘白鳳’および‘清水白桃’では12
度，‘川中島白桃’では13.5度，‘ゴールデンピーチ’
では15度であった。せん孔細菌病が多発した4号園
の‘清水白桃’では被害果率が高く，秀品率が低かっ
たが，他品種では例年並みの数量の進物箱用果実が
確保できた。
　晩生品種の海外輸出に向けて，１号園東側の愛宕
柿跡地に‘さくら’３本と‘西王母’３本を，１号
園ビニールハウス内に‘さくら’１本，‘西王母’
１本および‘桃水’１本をそれぞれ３月に植え付け
た。また，７月13日，７月29日および８月10日には，
海外輸出に向けた試験輸送として，香港へ３kg箱入
り果実を合計10箱発送した（品種：紅清水，白鳳
および白麗）。
　樹勢が衰弱した４号園の‘白麗’は，収穫終了後
の９月に伐採した。３月に植え付けた苗木は，シン
クイムシ類による新梢先端の心折れが目立ったが，
おおむね順調に生育した。
２）ブドウ
　繁忙期の労力確保のため前年よりも栽培面積を
5.5a減らし，着房数も減らして管理した。ブドウ全
体の生産量は前年の約４分の３の6195kgであった。
栽培規模を減らしたため高級品種に注力することが
でき，‘マスカット・オブ・アレキサンドリア’では，
糖度18度以上で香りの良い果実を無加温栽培でも
８月初めから多数収穫することができた。‘シャイ
ンマスカット’では，消費者に好まれる外観と食味
の果実を生産することができたため，高単価で販売
することが可能で，単独で100万円以上の販売収入
があった。
　８月下旬から９月には天候不順の日が続き，日照
不足と多雨の影響で果実の成熟不良や品質低下，病
害や果実腐敗の発生が増加した。‘ピオーネ’，‘安
芸クイーン’および‘瀬戸ジャイアンツ’では晩腐
病の発生が多く，‘ピオーネ’では着色不良果の割
合が高くなった。‘マスカットベーリー A’では果
実の糖度上昇が遅れ，完全に成熟しないうちに脱粒
が始まった。収穫期間の長い品種では，収穫期間の
前半に比べて後半で果実品質が落ちる場合が多く，
‘シャインマスカット’と‘瀬戸ジャイアンツ’で
は果実糖度が低下し，‘マスカット・オブ・アレキ
サンドリア’では裂皮からの果実腐敗が増加した。
‘ヒロハンブルグ’は小房に作り摘粒を強めに行っ
たため，糖度は例年よりも低かったが，果粒の肥大
と着色が良く好評であった。‘デラウェア’では，
梅雨開け直後の強烈な日射と高温で水分が失われる
果房が多く認められた。‘紫苑’では前年の着果負
担の影響から樹勢の低下が認められ，果粒の肥大が
劣り，渋味のある果実が多かった。‘翠峰’では弱
い新梢が多く，枝の伸長を促すために多くの花穂を
摘除した。
　３号園の‘オーロラブラック’は渋みが強く，斑
状の着色不良が認められる系統であると考えられた
ため，３月に，別の系統の苗木２本を植え付けて，
従来の樹は12月に全て伐採した。また，‘ピオーネ’
ついても優良系統への更新を進めるため，３月に，
２本の苗木を植え付けた。
３）その他の果樹
　カキは，９月からの天候不順の影響で果実の成熟
が遅れ，特に‘平核無’では収穫開始日が前年に比
べて10日以上遅くなった。収穫時期は遅れたが，各
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品種ともに生産量および果実の食味は前年並みで
あった。３月に‘太秋’の苗木４本を植え付けたが，
凍害のため全て枯死したため，12月に改めて苗木を
定植した。
　リンゴでは，春先に樹勢の低下とスリップスによ
る果実被害が認められたが，その後の生育は順調で，
‘つがる’，‘ふじ’ともに，前年並みの生産量と果
実品質であった。
　キウイフルーツは，前年に収穫した果実を随時追
熟して２月中旬まで販売した。今年の収穫量は‘ヘ
イワード’約1100kg，‘香緑’約600kgで，前年よ
りも少なかった。収穫した果実は12月中旬から販売
を開始し，来年２月まで販売予定である。
　ウンシュウミカンは，１月に前年作の果実136kg
を収穫して販売した。今年作は，‘興津早生’が表年，
‘石地’が裏年に当たり，すべての果実を年内に収
穫して販売した。
　１号園のビニールハウス内にアボカド７本を植え
付ける予定で育苗を行ったが，越冬できずに枯死す
る株が多かった。実際に定植できたのは‘ベーコン’
と‘エドラノール’各１本で，３月22日に植え付けた。
（近藤毅典，山本昭，酒井富美子）
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第１表　平成28年果樹部門生産概要
種類 品種 面積（a） 販売数量（kg） 収入金額（円）
モモ あかつき 2.1 613 306,467
紅清水 4.3 964 480,430
清水白桃 6.9 824 660,495
ゴールデンピーチ 2.8 615 428,155
川中島白桃 2.3 242 169,464
日川白鳳 1.9 136 95,126
白麗 1.8 101 108,378
白鳳 3.2 335 165,421
ネクタリン（秀峰） 0.6 131 91,445
その他品種 2.8 84 35,343
加工用モモ（全品種合計） 449 112,250
ブドウ 藤稔 5.3 1,118 889,369
ピオーネ 3.8 720 521,645
巨峰 2.8 379 219,062
オーロラブラック 2.1 216 218,544
安芸クイーン 1.2 206 164,457
翠峰 1.2 229 199,980
シャインマスカット 2.7 774 1,027,467
瀬戸ジャイアンツ 2.2 457 433,347
紫苑 1.4 227 227,787
マスカット・ベーリー A 2.4 428 147,890
ヒロハンブルグ 1.4 422 168,103
デラウェア 1.4 133 78,563
アーリー・スチューベン 0.9 179 98,770
キャンベル・アーリー 0.3 60 36,045
ﾏｽｶｯﾄ･ｵﾌﾞ ･ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱ 4.8 548 662,399
グロー・コールマン 0.4 99 68,967
カキ 富有 4.5 698 159,338
松本早生富有 2.7 341 85,350
平核無 4.5 1,400 311,486
西条 2.8 572 168,751
その他品種 1.9 67 19,970
リンゴ つがる 1.3 380 171,161
ふじ 1.3 209 74,040
その他品種 0.6 94 46,950
キウイフルーツ 7.9 1,889 564,918
ウンシュウミカン 2.6 1,062 332,050
レモン 1.1 305 117,430
ウメ 5.4 249 98,250
ビワ 4.3 408 191,287
スモモ 1.4 331 131,379
ブルーベリー 0.8 87 172,254
アボカド 0.1 0 0
ビワ 4.3 325 155,450
スモモ 1.4 213 122,403
ブルーベリー 0.8 102 201,600
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第２表  モモの薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　考
3/7 石灰硫黄合剤 20
3/25 カッパーシン水和剤 500
3/30 コンフューザーＭＭ 197本 /20.9a
〃 スカシバコンＬ 146本 /20.9a
4/4 ベルクート水和剤 2000
4/20 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アディオン乳剤 2000
4/22 デランフロアブル 1000 苗木のみ
5/12 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
〃 スターナ水和剤 1000
5/20，27，6/2，6，10，13 フルーツセイバー 1500 袋掛け対象樹のみ
〃 フェニックスフロアブル 4000 袋掛け対象樹のみ
5/24 デランフロアブル 700 一部のみ
5/25 ウララドライフロアブル 2000 一部のみ
5/30 トレノックスフロアブル 500
〃 ノーモルト乳剤 2000
〃 ウララドライフロアブル 2000
6/6，8，10，13，14 バリダシン液剤5 500 袋掛け対象樹のみ
6/8，14 ジマンダイセン水和剤 600 袋掛け対象樹のみ
〃 ダーズバンＤＦ 3000 袋掛け対象樹のみ
7/1 オンリーワンフロアブル 2000
〃 サムコルフロアブル10 5000
〃 ダニゲッターフロアブル 2000
7/1，8/2 スターナ水和剤 1000 一部のみ
8/23 ダイアジノン水和剤34 1000 一部のみ
〃 ダニサラバフロアブル 1000 一部のみ
9/9 バリダシン液剤5 500
10/6 icボルドー 412 50
12/8 マシン油乳剤95 20
第３表　ブドウ（雨よけハウス）の薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率 備　　　考
3/28，30，31 石灰硫黄合剤 7
〃 ベフラン液剤25 250
4/26 アプロードフロアブル 1000
〃 ウララドライフロアブル 2000
〃 サンマイト水和剤 1500
5/13 ジマンダイセン水和剤 1000
〃 スプラサイド水和剤 1500
5/31，6/3 ポリベリン水和剤 1000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/20，21，23，24 アフェットフロアブル 2000 一部のみ
6/20，21，23，24，27 スプラサイド水和剤 1500
〃 バロックフロアブル 2000
6/27 フルーツセイバー 1500 一部のみ
9/16，10/24，25，26，11/2 スミチオン水和剤40 1000
41　岡山大農センター報告　No.39　2017
第４表　ブドウ（ガラス室・ビニールハウス）の薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/24 オマイト水和剤 1000
4/25 インダーフロアブル 8000
〃 アプロードフロアブル 1000
〃 ウララドライフロアブル 2000
5/12 ポリベリン水和剤 1000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/3 オンリーワンフロアブル 2000
〃 コテツフロアブル 2000
6/30 フルーツセイバー 1500
〃 ディアナWDG 10000
7/28 カネマイトフロアブル 1500
〃 フェニックスフロアブル 4000
10/26，11/2，12/9 スミチオン水和剤40 800
第５表　ブドウの植物成長調節剤使用履歴（平成28年）
月 /日 品　　種　　名 薬品名・濃度
4/27 デラウェア ジベレリン100ppm＋ストレプトマイシン200ppm
5/9 シャインマスカット（鉄骨ハウス） ストレプトマイシン200ppm
5/12 シャインマスカット（３号園） ストレプトマイシン200ppm
5/19 オーロラブラック（南ガラス室） ジベレリン25ppm
〃 シャインマスカット（鉄骨ハウス） ジベレリン25ppm＋フルメット5pm
〃 紫苑 ストレプトマイシン200ppm
5/20 巨峰 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5pm
5/23 ピオーネ ジベレリン25ppm
〃 安芸クイーン ジベレリン20ppm＋フルメット0.5pm
5/25 オーロラブラック（３号園） ジベレリン25ppm
〃 シャインマスカット（３号園） ジベレリン25ppm＋フルメット5pm
〃 瀬戸ジャイアンツ（鉄骨ハウス） ジベレリン25ppm＋フルメット5ppm
〃 藤稔 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
5/26 オーロラブラック（南ガラス室） ジベレリン25ppm
〃 アーリー・スチューベン ジベレリン100ppm
〃 翠峰 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
5/27 デラウェア ジベレリン100ppm＋硫酸マンガン0.5％
5/30 シャインマスカット（鉄骨ハウス），巨峰 ジベレリン25ppm
〃 紫苑 ジベレリン20ppm＋フルメット0.2ppm
5/31 瀬戸ジャイアンツ（３号園） ジベレリン25ppm＋フルメット5ppm
6/2 ピオーネ，藤稔，安芸クイーン ジベレリン25ppm
〃 オーロラブラック（３号園） ジベレリン25ppm
6/2，3 マスカット・ベーリー A ジベレリン100ppm＋フルメット5ppm
6/6 シャインマスカット（３号園），翠峰 ジベレリン25ppm
〃 瀬戸ジャイアンツ（鉄骨ハウス） ジベレリン25ppm
〃 ヒロハンブルグ ジベレリン100ppm＋フルメット5ppm
6/10 瀬戸ジャイアンツ（３号園），紫苑 ジベレリン25ppm
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第６表　カキの薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/5，16 石灰硫黄合剤 7
4/30 ベルクート水和剤 1500
〃 オルトラン水和剤 1000
5/27 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アーデント水和剤 1000
6/22 ストロビードライフロアブル 3000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
7/2 ジマンダイセン水和剤 400
〃 フェニックスフロアブル 4000
8/26，27 ストロビードライフロアブル 3000
〃 ダントツ水溶剤 4000
12/7 マシン油乳剤95 20
第７表　キウイフルーツの薬剤防除および植物成長調節剤使用履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等
3/7 石灰硫黄合剤 7
6/13 フルメット液剤 3ppm
第８表　リンゴの薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　考
3/7 石灰硫黄合剤 7
4/12 スコア顆粒水和剤 3000
〃 ウララドライフロアブル 2000
4/28 ロディー水和剤 1000
5/27 ベルクート水和剤 1000
〃 モスピラン水溶剤 2000
〃 バロックフロアブル 2000
7/1 ベルクート水和剤 1000
〃 オリオン水和剤 1000
〃 ダニサラバフロアブル 1000
7/15 ストッポール液剤 1000 一部のみ
9/5 アルバリン顆粒水溶剤 2000
〃 ダニゲッターフロアブル 2000
9/28 オーソサイド水和剤 800
〃 アドマーヤー水和剤 1600
12/28 マシン油乳剤95 20
第９表　ウメの薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
1/27 石灰硫黄合剤 7
4/8 ベルクート水和剤 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/13 スコア顆粒水和剤 3000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
12/28 マシン油乳剤95 20
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第10表　スモモの薬剤防除履歴（平成28年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/7 石灰硫黄合剤 20
4/4 スコア顆粒水和剤 2000
〃 スカウトフロアブル 2000
5/1 スコア顆粒水和剤 3000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/27 ベルクート水和剤 1000
モスピラン水溶剤 2000
〃 バロックフロアブル 2000
12/8 マシン油乳剤95 20
第11表　カンキツ類の薬剤防除履歴（平成28年））
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
5/12 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/10 スプラサイド乳剤 1500
〃 ダニエモンフロアブル 4000
9/6 アルバリン顆粒水溶剤 2000
〃 ダニサラバフロアブル 1000
12/9 マシン油乳剤95 45
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（４）畜産部門
１）和牛
　平成28年の飼育牛移動状況を第１表に示す。子
牛生産頭数は，雌14頭，雄14頭の計28頭であった。
　本年の販売総数は37頭で，うち子牛32頭，肥育
牛４頭であった。
　繁殖成績を第２表に示す。本年は，人工授精で39
頭を受胎させることができたが，受精卵移植は未実
施であった。今後は，受精卵移植頭数を積極的に増
やし，購入受精卵の導入による改良も進め，また牛
の観察と飼養管理に気を配りながら，１頭でも多く
の牛を受胎できるように努めたい。
　子牛の販売成績を，第３表に示す。子牛出荷頭数
は，去勢17頭，雌15頭の合計32頭であった。出荷
日齢は，前年と比較して，去勢で８日，雌で４日短
かった。出荷体重は，前年と比較して，去勢，雌と
も，１kg減った。価格は，前年より去勢，雌とも高
値であった。本年の子牛の発育は，昨年と比較して，
去勢，雌とも良かった。現在子牛市場で実施されて
いる「岡山和牛推奨子牛」の表示販売では，当牧場
の去勢牛７頭と，雌牛１頭が「おかやま四ツ星子牛」
として販売された。今後も，「おかやま四ツ星子牛」
として販売できるように，さらに飼養管理技術の向
上に努めたい。
　本年も，コクシジユウム症の発症はなかった。分
娩前の「下痢５種混ワクチン」の接種を今後も続け
て下痢の発生を抑え，下痢が発生した場合にも，早
期発件・早期治療に努めたい。また本年も，破傷風
の発症は，認められず，去勢方法をリングから観血
去勢への変更が功を奏したと思われる。
　枝肉販売成績を，第４表に示す。
第１表　平成 28 年飼育移動状況
雌 雄
合　計
子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛
28. 1. 1 現在現在 14 3 39 2 11 0 0 69
????増
生産 7 － － － 9 － － 16
振替 － 3 3 3 － － － 9
減
振替 3 3 2 － － － － 8
へい死 － － － － － － － －
売却 7 － 1 2 5 － － 15
28. 6.30 現在 11 3 39 2 16 0 0 71
????増
生産 7 － － － 5 － 0 12
振替 － － 3 1 － － － 4
減
振替 － 3 1 － － － － 4
へい死 － － － － － － － 2
売却 8 － － 2 13 － － 23
28.12.31 現在 10 0 41 1 8 0 0 60
第２表　平成 28 年人工授精・受精卵移植成績（28.1.1 ～ 28.12.31）
実施
頭数
受胎
頭数
受胎率
（％）
受精回数
１ ２ ３ ４回以上
受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎
人工授精 44 39 88.6 20 1 10 1 8 0 1 3
受精卵移植 0 0 0 － － － － － － － －
45　岡山大農センター報告　No.39　2017
第３表　平成 28 年子牛販売成績
販　売
年月日
耳　標
番　号
生年月日 性  別
生  後
日  齢
（日）
体　重
（kg）
日　齢
体　重
（kg/日）
落　札
価　格
（千円）
kg当り
単　価
（円）
母　牛
番　号
父　牛
名　号
28.01.22 P260 27.04.08 去 289 300 1.068 594 2,350 Y265 美津照重
P261 27.04.22 雌 275 275 1.000 626 2,276 Y262 芳之国
P262 27.04.27 雌 270 286 1.059 632 2,210 Y249 菊花国
P263 27.05.20 雌 247 256 1.036 605 2,363 Y233 美津照重
28.03.04 P264 27.06.10 去 268 278 1.037 744 2,676 Y266 美津照重
P265 27.06.22 雌 256 284 1.109 626 2,204 Y241 菊花国
P266 27.06.27 去 251 313 1.247 731 2,335 Y246 美津百合
28.04.22 P267 27.06.29 雌 298 269 0.903 671 2,494 Y251 福安照
P268 27.07.16 雌 281 254 0.904 639 2,516 Y217 安茂勝
P269 27.07.22 去 275 299 1.087 776 2.595 Y234 菊花国
P270 27.08.04 雌 262 264 1.008 666 2,523 Y236 花国安福
28.07.15 P271 27.10.17 雌 272 266 0.978 609 2,289 Y229 芳之国
P272 27.11.16 去 242 278 1.149 765 2,752 Y254 美津百合
P273 27.11.22 去 236 246 1.042 671 2,728 Y256 茂晴花
P274 27.11.23 去 235 291 1.238 800 2,749 Y245 菊花国
P277 27.12.12 去 216 280 1.296 695 2,482 Y258 芳之国
28.08.26 P275 27.11.24 雌 276 254 0.920 676 2,661 Y238 福安照
P276 27.12.11 去 259 262 1.012 713 2,721 Y225 勝忠鶴
P278 27.12.15 去 255 317 1.243 787 2,483 Y250 美津照重
P279 27.12.17 雌 253 230 0.909 604 2,626 Y257 勝忠鶴
P280 27.12.22 雌 248 240 0.968 613 2,554 Y243 勝忠鶴
P282 28.01.16 去 223 304 1.363 838 2.757 Y210 芳之国
28.10.07 P281 27.12.31 去 281 262 0.932 754 2.878 Y264 勝忠鶴
P283 28.02.12 去 236 275 1.165 761 2,767 Y255 安福勝
28.11.11 P284 28.02.25 去 260 263 1.012 764 2,905 Y240 百合勝安
P285 28.03.02 雌 254 245 0.965 641 2,616 Y252 芳之国
P286 28.03.03 去 253 278 1.099 753 2.709 Y231 安茂勝
P287 28.03.10 雌 246 241 0.98 620 2,573 Y247 芳之国
P288 28.03.14 雌 242 257 1.062 678 2,638 Y242 菊花国
P289 28.03.16 去 240 308 1.283 802 2,604 Y230 福安照
28.12.16 P290 28.03.30 雌 261 275 1.054 773 2,811 Y262 芳之国
P291 28.04.05 去 255 277 1.086 729 2,632 Y244 菊花国
平均 全 頭 32 257 273 1.068 702 2,577
去 勢 17 251 284 1.137 752 2,654
雌 15 263 260 0.990 645 2,490
第４表　平成 28 年枝肉販売成績
と　殺
年月日
耳　標
番　号
性別
水引枝肉
重量
（kg）
枝肉
規格
枝　肉
単　価
（円/kg）
売上
金額
（千円）
28.01.29 Y220 雌 353.6 C-1 900 320,908
28.01.29 Y222 雌 377.3 C-1 980 372,490
28.08.26 Y261 雌 428.0 B-2 1,100 474,322
28.08.26 Y263 雌 429.4 A-3 1,300 559,820
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２）飼料作物
　平成28年における飼料作物の生産状況を第５表
に示す。
　採草地での飼料作物の青草換算収量は300,880kg
であり，10a当たりの平均収量は6,066kgであっ
た。採草地と放牧草地の収量を合わせた総収量は
471,680kgとなった。利用形態別による収量割合は，
青刈り9.7％，乾草19.8％，サイレージ34.3％，放牧
36.2％であった。
　乾草調製用の材料草として，E号およびK2， K3号
草地からイタリアンライグラスおよびスーダングラ
スを，A号およびD2号草地でイタリアンライグラ
スを収穫した。本年のイタリアンライグラスの乾草
は，A号の１番草およびE号，K2，K3号草地は，順
調に収穫でき，良質であったが，A号およびD2号
は，天候不良などにより，良質のものではなかった。
スーダングラスは，E号は，良質であったが，K2，
K3草地は，悪天候によって収穫時期が遅れて不良
であったが，牛は，食べてくれた。
　本年は，サイレージ調製用の材料として，A号お
よびD2号草地にソルゴーを，K1号草地にトウモロ
コシ播種した。イノシシの食害もあったが，順調に
収穫でき，良質であった。
　本年も，イノシシ対策として牧場の外周に設置し
た防護用の金網の補修・点検を行ったが，インシシ
の侵入があり，金網の下を掘られたり，金網を曲げ
られたりした。今後も，点検･補修を徹底し，駆除
班の協力を得ながら，イノシシ対策を進めてゆきた
い。
　本年もイチビが発生し，トウモロコシは生育処理
を行ったが，イチビが発生したところは除草をおこ
なった。今後も，薬剤処理技術を粗飼料生産システ
ムに組み入れて，少しでも多くの収穫が得られるよ
うにしたい。
　放牧草地では，今年もオナモミ，ワルナスビ，イ
グサ，セイタカアワダチソウなどの雑草がみられ，
学生実習での除草と除草剤を使って除草作業を行っ
た。今後も，継続して除草作業を行う予定である。
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第５表  平成 28 年　津高牧場飼料作物生産量
草地 面積（a） 作　　　物
利用形態別収量（kg）
放　牧
延頭数
生草換算
収量（kg）
草地当り収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 生草合計収　　量
10 a当り
平均収量
Ａ 100 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 5,340 2,660 18,640 45,430 4,543
ｿﾙｺﾞｰ 1,350 8,480 26,790
Ｄ２ 130 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 5,930 2,950 20,680 109,960 8,458
ｿﾙｺﾞｰ 29,760 89,280
Ｅ 76 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 2,510 1,980 12,410 32,820 4,318
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 5,860 2,910 20,410
Ｋ１ 90 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 6,570 6,570 57,980 6,442
ﾄｳﾓﾛｺｼ 4,220 15,730 51,410
Ｋ２ 60 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 2,400 3,320 19,000 34,720 5,787
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 5,020 2140 15,720
Ｋ３ 40 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 1,070 1,610 9,120 19,970 4,993
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 5,350 1,100 10,850
計 496 45,620 18,670 53,970 300,880 300,880 6,066
Ｂ 65 混播牧草 12,080 302 12,080 12,080 1,858
Ｃ 120 混播牧草 23,360 584 23,360 23,360 1,947
Ｄ１ 20 混播牧草 2,800 70 2,800 2,800 1,400
Ｆ 104 混播牧草 30,000 750 30,000 30,000 2,885
Ｇ 112 混播牧草 48,560 1,214 48,560 48,560 4,336
Ｈ 47 混播牧草 3,760 94 3,760 3,760 800
Ｉ 185 混播牧草 50,240 1,256 50,240 50,240 2,716
計 653 170,800 4,270 170,800 170,800 2,616
合計 1149 45,620 18,670 53,970 170,800 4,270 471,680 471,680 4,105
利用形態別における生草換算収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 合計
45,620 93,350 161,910 170,800 471,680
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊乾草の生草換算は× 5，サイレージは× 3
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　１）機　構
　２）教職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成28年４月１日現在
区　　分 教育職員（一） 一般職員（一） 計 非常勤職員 合計 備考
技術・事務職員
センター長 1 1 1 教授
主 事 1 1 1 教授
教 授 1 1 1
准 教 授 1 1 1
班 長 1 1 1
副 班 長 1 1 1
主 任 2 2 2
技 術 職 員 6 6 6
事 務 室 長 1 1 1
主 査 1 1 1
事 務 職 員 2 2 2
計 4 14 18 18
事務補佐員 1 1
技能補佐員 0
技術補佐員 4 4
計 5 5
合 計 4 14 18 5 23
２．事　務　部
（１）組　織
センター長
教育研究部
技　術　部
農学部事務室センター担当
センター運営会議
水　田　部　門（岡山・八浜農場）
野菜・花き部門（岡山農場）
果　樹　部　門（岡山農場）
畜　産　部　門（津高牧場）
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　３）技術部部門別職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年４月１日現在
部　　門 技術職員 非常勤職員 合　　計 備　　考
水田 2 2
野菜・花き 4 3 7
果樹 2 1 3
畜産 2 2
その他 0
合　　　計 10 4 14
（２）予算及び収入
　１）予　算
平成28年度
　事　　項 金　額（円）
センター経費 43,974,766
事務室経費 360,000
半田山自然教育研究林経費 205,000
　　　合　　計 44,539,766
　２）収　入
　平成28年度 （円）
　区　分 野菜・花き 水　　田 果　　樹 畜　　産 合　　 計
果　菜　類 7,198,433 － － － 7,198,433
葉　菜　類 5,600,466 － － － 5,600,466
根菜類 2,842,460 － － － 2,842,460
花卉類 1,124,060 － － － 1,124,060
果樹 － － 10,707,017 － 10,707,017
米 － 9,061,800 － － 9,061,800
牛 － － － 24,205,414 24,205,414
その他 188,970 － 630,520 － 819,490
合計 16,954,389 9,061,800 11,337,537 24,205,414 61,559,140
（３）土地，建物面積
　１）土　地
農場等名 面　　積  （㎡） 　　 所　　在　　地
岡山農場 91,992 岡山市北区津島桑の木町1－62
八浜農場 89,536 玉野市東七区
津高牧場 312,484 岡山市北区日応寺
合　　計 494,012
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（４）備品類及び営繕工事
　１）備品類（１件50万円以上）
平成28年度
　備品類名 数量（式） 金　額（円）
津高牧場　ミニホイールローダー 1 3,780,000
津高牧場　パワーカットロールベーラ 1 2,883,600
津高牧場　リモコンラップマシーン 1 1,350,000
津高牧場　動物用超音波診断装置 1 885,600
　２）営繕工事（１件50万円以上）
平成28年度
　工事名 数量（式） 金　額（円）
農学部４号館トイレ改修工事 1 17,199,000
農学部４号館屋上防水等改修工事 １ 3,743,718
津高牧場和牛肥育牛舎屋根塗装改修工事 １ 2,201,040
津高牧場構内道路改修工事 １ 1,296,000
（５）会議開催状況
　１）運営会議
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
28. 4. 6 １．平成 28年度ワーキンググループ一覧について
２．平成 28 年度春季全国大学附属農場協議会に
ついて（5/12，13）
３．非常勤職員の募集について
４．その他
１．平成 28 年度センター実習につい
て
２．技術部会議等について
３．フィールド科学センター生産物
販売について
４．予算執行見込について
５．その他
28. 5.11 １．平成 28 年度中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．その他
１．平成 28 年度センター実習につい
て
２．平成 28 年度ジュニア公開講座に
ついて
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．平成 28 年度予算執行等について
７．その他
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
28. 6. 1 １．その他 １．平成 28 年度春季全国大学附属農
場協議会について
２．平成 28 年度センター実習につい
て
３．平成 28 年度センター予算配分見
込みについて
４．フィールド科学センター利用申
込状況について
５．技術部会議等について
６．フィールド科学センター生産物
販売について
７．その他
28. 7. 6 １．平成 28 年度全国大学附属農場協議会秋季全
国協議会について
２．その他
１．夏季集中実習について
２．フィールド科学センター生産物
販売について
３．技術部会議等について
４．フィールド科学センター生産物
販売について
５．トイレ等改修工事について
６．その他
28 .8. 3 １．平成 27 年度決算について
２．平成 28 年度予算配分について
３．その他
１．中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．夏季集中実習について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．オープンキャンパスでの販売に
ついて
７．技術部の勤務時間について
８．その他
28. 8.31 １．その他 １．夏休み後半集中実習について
２．津高牧場水質検査について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．フィールド科学センター生産物
販売及び予算執行状況
５．その他
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
28.10. 5 １．海外フィールド実習の日程について １．夏季集中実習と３，４学期の実習
について
２．津高牧場畜魂祭について
３. スーパーグローバルホームカミン
グデイでの農産物販売について
４．技術部会議等について
５．センター報告第 38 号の発行につ
いて
６．その他
28.11. 2 １．平成 29 年度非常勤職員の採用計画について
２．Ⅳ号館２階電気錠設置の施錠時間について
３．その他
１．岡山農場電気保安点検終了につ
いて
２．フィールド科学センター利用申
込状況について
３．技術部会議等について
４．フィールド科学センター生産物
販売及び予算執行状況について
５．センター報告第 38 号の発行につ
いて
６．その他
28.12. 7 １．平成 29 年度非常勤職員の採用計画について
２．平成 29 年度実習計画について
３．１農場１アピールについて
４．津高牧場の屋根及び道路修理について
５．その他
１．技術部会議等について
２．フィールド科学センター利用申
込状況について
３．フィールド科学センター生産物
販売について
４．平成 28 年度予算執行状況につい
て
５．販売所の年末年始営業について
６．センター報告第 38 号の発行につ
いて
７．海外農業短期実習計画について
８．ジュニア公開講座終了について
９．その他
29. 1. 6 １．平成 29 年度作付計画について
２．平成 28・29 年度予算執行額について
３．平成 29 年度センター実習計画について
４．１農場１アピールについて
５．センター報告第 39 号の原稿依頼について
６．その他
１．技術部会議について
２．センター利用申込状況について
３．その他
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
29. 2. 1 １．平成 29 年度センター併任教員について
２．平成 29 年度センター専任教員のコースへの
併任について
３．平成 29 年度農学部部内委員会委員名簿につ
いて
４．平成 28 年度予算執行状況について
５．技術部技術職員体験発表会（３月 15 日予定）
について
６．岡山大農学部附属施設の利用に関する覚書に
ついて
７．その他
１．技術部会議について
２．センター生産物販売について
３．広報紙いちょう並木の記事掲載
について
４．その他
29. 3. 8 １．予算執行見込みについて
２．平成 29 年度実習実施要項（案）について
３．平成 29 年度生産物販売日程（案）について
４．農薬の誤散布と今後の管理について
５．津高牧場和牛飼育業務について
６．山陽圏フィールド科学センター内規の一部改
正について
７．その他
１．平成 29 年度公開講座について
２．非常勤職員の雇用について
３．グットジョブ職員の勤務命令に
ついて
４．フィールド科学センター利用申
込状況について
５．技術部会議について
６．センター生産物販売について
７．津高牧場牛舎屋根工事及びⅣ号
館屋上防水工事について
８．広報誌いちょう並木の記事掲載
について
９．その他
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（６）施設開放状況
施設利用目的，時期 施設利用者名 期　間 団  体  数  等 参加人数
実習
（４月 22日～ 12 月９日）
実習
（８月４日）
実習　
（10月 14 日）
実習
（10月 21 日）
農場見学
（６月 21日）
農場見学
（９月 21日）
農場見学
（９月 22日）
農場見学
（10月 25 日）
農場見学
（11月 10 日）
ジュニア公開講座
（10月１日、10月 29 日
11 月 12 日、11 月 26 日）
公開講座
いもほり
（10月３日～ 10月 31 日）
※ 10 月５日と土日祝は除
く
岡山理科大学　
くらしき作陽大学
岡山理科大学
岡山理科大学
岡山市立津島小学校　
タイ・カセサート大学
タイ・ロイヤルプロ
ジェクト機構
新見公立短期大学、新
見市、ＪＡ阿新
中国上海日本みかん視
察団
一般市民
＜内訳＞
　保育園
　幼稚園
　小学校
　親子クラブ
８日
１日
１日
１日
１日
１日
１日
１日
１日
４日
22 日
各１日
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
１団体
36 団体
８団体
16 団体
２団体
10 団体
教員　　２名
学生　　10名
　教員　　２名
学生　　48名
教員　　２名
学生　　20名
教員　　２名
学生　　15名
小学生　　８名
引率保護者　２名
教員　　１名
学生　　10名
教員　　３名
その他　　13名
教員　　１名
その他　　５名
教員　　１名
その他　　10名
小学生　　８名
引率保護者　５名
34家族
約 2,890人
